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ᮏ報告᭩を実現させたすべての人たちに䜐けて

⚾たちは、M\ BRG\ M\ FXWXUH 2�MBMF2�プログラムを支援くださった、
プラン・䜲ンターナショナル・フィンラン䝗�ྛ国ู事ົᡤ�パートナー組織に
ᡤᒓする素ᬕらしい௰間、障害のある人びと主導の障害がある人のため
の組織�OPD�の⊩身的なパートナー、ᮏ報告᭩の基盤に声を織り㎸䜣で
くれたプロジェクトཧຍ者඲員に、心より感ㅰする。

あなたたちの強さ・䝺ジリエンス・正⩏へのᦂるぎない⊩身が、これらの≀
ㄒに࿨を྿き㎸み、⚾たちはその中のゝⴥを㏻䛨て、その力をቑᖜし、
リー䝎ーシップを㈹㈶し、᪤に㉳こしている変㠉的な活動を⛠えたい。

これらの≀ㄒは、ㄡも取りṧされない世⏺への⤖᮰とᕼ望のⅉとして㍤い
ている。フェミニ䝈ムと㞟ᅋ的行動の⢭⚄のもと、最も᤼㝖されてきた人び
とと༠働するとき、変化は可能であるだけでなく必↛となるという信ᛕを持
ち、⚾たちは共に立ち上がり、⤖᮰している。
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⫼ᬒ

変化は≀ㄒから始まる。䝺ジリエンスの≀
ㄒ。反ᢠの≀ㄒ。ᣮᡓされた制度とᡴ◚され
た障壁の≀ㄒ。沈黙をᣄみ、道をษり㛤くた
めに前㐍した障害あるዪの子とユースの声
の≀ㄒ。

それらの≀ㄒは人びとを㰘⯙させるだけでは
なく、現状⥔持をጉ䛢、人びとにὀពを向け
させ、㐠動を㉳こすものである。また、個人に
␃まらず、コミュニティ඲体や今後生まれる
世代に至る、変㠉を᥎㐍する力となる。

ここから始まる䝨ージには、プロジェクトᴫ要
やᢏ⾡報告はグ㍕されておらず、実㝿の᢬
ᢠとリー䝎ーシップに関する�つの≀ㄒがグ
されている。ྛ≀ㄒが、障害のある人びとに
包摂的でジェン䝎ー・トランスフ䜷ーマティブ
な変化の構築が最も⥭ᛴに求められる状ἣ
で、それがព࿡するものを、㩭Ⅿかつ㉥〄䚻
にᥥいている。

それらの≀ㄒは、ラ䜸ス・ミ䝱ンマー・エ䝏䜸
ピア・モ䝄ンビーク・䜴䜺ン䝎・ジンバブエの
ᩍᐊ・デ療ᡤ・ᮧ・㒔ᕷといった現実の生活
に基䛵いている。それらは、プラン・䜲ンター
ナショナル・フィンラン䝗のMBMF2プログラム
での、ཧຍᆺのフェミニストな᣺り㏉りの過⛬
で現れたものである。同プログラムは、性と
生Ṫに関する健ᗣと権利�SRHR�の㡿ᇦに
おける、障害のある人びとに包摂的でジェン
䝎ー・トランスフ䜷ーマティブな変化を

᥎㐍するものである。それらの≀ㄒは、᤼㝖
の重みと自身のᒃ場ᡤを主ᙇする力の୧方
を⌮解する者たちによってㄒられた。

それらの≀ㄒの᰾心は、根ᮏ的な問いに応
えている。最も᤼㝖された人びとが主導す
る、包摂的で権利に基䛵く変㠉とはどのよう
なものか。

モ䝄ンビークのᮧ・䜴䜺ン䝎のᰯ庭・ジンバブ
エの家庭訪問・ラ䜸スの職業訓練センターと
いった、さま䛦まな現場で、MBMF2はその問
いに⌮ㄽではなく実践で⟅えようとヨみた。
ᮏ報告᭩の内ᐜは国ቃを㉺えて෌現可能な
画一的モデルではなく、現地主導の文⬦に根
ᕪした障害を持つ人の包摂への取り組みを
示したものであり、ྛ≀ㄒが♫会的・政治的・
文化的⎔ቃに深く基䛵き形成されている。

それらは力に関する≀ㄒである: ㄒる力・決
める力・᢬ᢠする力・変㠉する力。それらの≀
ㄒは、Ṕྐ的に⬥に㏣いやられてきた人びと
が主導権をᥱり、障害のある思春期の若者と
ユースが༢に包摂されるだけでなく、中心に
ᤣえられる場合、ఱが実現できるかを示して
いる。それらは障壁をᡴ◚し、新たな未来へ
の道をษり㛤く≀ㄒであり、ㄒられることのな
い変㠉を㉳こしているᩘ䚻の≀ㄒである。
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いかに≀ㄒは展㛤されたのか

それらの≀ㄒの創出は、プログラムが包摂を最
重要事㡯とする姿勢を体現している。その過⛬
は、プラン・䜲ンターナショナルのྛ国䝏ームと
現地パートナーのOPDが䜸ンラ䜲ンで㞟まる、
」ᩘ国がཧຍした学習䝽ークショップから始
まった。同䝽ークショップは、自身の活動をᢈุ
的に᣺り㏉り、障害のある人びとに包摂的で
ジェン䝎ー・トランスフ䜷ーマティブなSRHRにお
いて、䛂ඃれた実践䛃がព࿡するものの᥈求を┠
的としていた。

それは、䝏ェックリストによる確認作業のような
ものでは決してなく、学びの共有と⋡直な対話
の場の提供となり、以ୗのようなᣮᡓ的な問い
がᢞ䛢られた。

Í ఱがうまくいっているか
Í どこに᱁ᕪがあるのか
Í ⚾たちが学び、他の人びとが▱る必要があ
るものはఱか

䝽ークショップ後、⚾たちはྛ国≉有の状ἣを
深く⌮解するため、プラン・䜲ンターナショナルの
職員とOPDパートナーに対し、ヲ⣽な䜲ンタ
ビューを実᪋した: 彼らが⤒験した障壁・᥇用し
たᡓ␎・最も共感できる≀ㄒ。それらの䜲ンタ
ビューから、リー䝎ーシップ・信頼・㐺応・♫会つ
⠊の変㠉と利用可能性の向上に必要な、୙可
視化されていることが多いປ力に関して、㇏ᐩ
な▱ぢが得られた。それらの䜲ンタビューから、
ྛ≀ㄒのᥥ෗を構築・拡඘した。これらの≀ㄒ
は成功事౛として紹介されることをពᅗしたも
のではなく、㐍行中の変㠉を⋡直にグ㘓したも
のであり、成果だけでなく、変化を可能にしたプ
ロセスやⴱ⸨、関係性にも↔点をᙜてた。

個䚻の≀ㄒをつなぐものは

個䚻の≀ㄒは⊂自のものであるが、それらは
障害のある人びとの包摂が㏣ຍ的要素ではな
く、大きな変㠉的変化を生み出すものとして受
ᐜされた場合にఱが可能になるかを示す、力
強い≀ㄒを⣳ぎ出している。それらの≀ㄒは、
最も᤼㝖された人びとを中心にᤣえ、彼らを␯
እし続ける制度にᣮᡓすることが、持続的なᙳ
㡪を生み出すことを証明している。

では、それらをఱが⤖びつけているのか"

Í 最も㢖⦾に᤼㝖される人びとを中心にᤣえ

ることに対する、確ᅛたる姿勢。≀ㄒの中
で、障害のある思春期の若者とユースは、
後付けの存在ではなかった。ミ䝱ンマーのピ
アエデュケーター・䜴䜺ン䝎のピア指導者・
モ䝄ンビークのSRHR等などの形で、彼ら
は活動のタィ・実᪋・リー䝎ーシップで中心
的なᙺ๭をᢸった。

Í 信頼できるぶしみあるス䝨ースの利用。
㢮ఝ制度を構築する代わりに、プロジェクト
はユースがᏳ඲と感䛨るス䝨ースにSRHR
を統合した: ジンバブエでは家庭・エ䝏䜸ピ
アではコー䝠ー�おⲔ会・ラ䜸スでは職業訓
練センター・䜴䜺ン䝎では学ᰯ。
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Í 体⣔的思考。それらは༢発的な介入策では

なかった。多層的で関係性のある持続可能
な変㠉を生み出すために、ྛ≀ㄒは医療制
度・ᩍ⫱・家族・コミュニティリー䝎ーシップと
いった、」ᩘの面に関連していた。

Í 文⬦の⌮解と㐺応。 それらの≀ㄒは、⬤ᙅ
な政治状ἣ・ゝㄒ的多ᵝ性・スティグマ・䜲ン
フラ面の制㝈の中でも、障害のある人の包
摂がどう発展し得るかを示している。それら
は、障害のある人の包摂とは画一的なもの
ではなく、尊ཝとᩗពに根ᕪしたᰂ㌾な取り
組みであることを証明した。

Í つᶍよりも存在感のඃඛ。それらの≀ㄒは、
広⠊なᙳ㡪力や大つᶍなᨵ㠉に関するもの
ではなく、深さに重点を置いている: 信頼の
構築・変化への継続的な関与・関係性や♫
会つ⠊の変化を㉳こすまで続けたという事
実。

な䛬個䚻の≀ㄒにはᙳ㡪力があり、変㠉的
なのか"

それらの≀ㄒの┿のᙳ㡪力は、ᩘ್や政策上
の成果は存在することは確かだが、それらだけ
で れるものではない。その┿౯は、障害のあ
る人の包摂が┿にඃඛされた場合、SRHRをど
う෌ᐃ⩏し得るか、という点にある。

Í ラ䜸スでは、障害のあるዪの子たちは᭶⤒

や同ពについてただ学䜣だだけでなく、彼
ዪたち自身を᪤に有能で創㐀的な᏶඲な存
在として認識されていたス䝨ースで学䜣だ。

Í ミ䝱ンマーでは、障害のあるユースが政治的
ΰ஘の中でエデュケーターとなり、デ療ᡤを
㏻してではなく᪥䚻の対話を㏻䛨てコミュニ
ティに働きかけた。

Í エ䝏䜸ピアでは、正ᘧなシステムが᫬に
機能୙඲に㝗る中で㠀බᘧのコー䝠ーやお
Ⲕの㞟まりが、SRHRへのアクセスを創出
し、文化に根䛦した௰間主導の対話を可能
にしている。

Í モ䝄ンビークでは、世代間対話と障害の
ある人に包摂的なユースクラブが、SRHR
の提供方ἲと⌮解の௙方に関する制度඲
体の変㠉を㉳こした。

Í 䜴䜺ン䝎では、障害を持つユースがアクセス
を෌ᐃ⩏し、学ᰯやデ療ᡤにッえるだけで
なく、内部から᳨証した。

Í ジンバブエでは、ファシリテーターが家䚻を
ᅇり、包摂を家庭に導入し、あらゆるබᘧの
制度からᛀれཤられることが多い障害のあ
るユースに支援を提供した。

それらの≀ㄒは᏶⎍なモデルを示すものでは
なく、障害のある人びとに包摂的でジェン䝎ー・
トランスフ䜷ーマティブなSRHRが、いかにຬ
Ẽ・創㐀力・㞟ᅋ的リー䝎ーシップを必要とする
かを示す実౛を提示するものである。それら
は、障害のある人の包摂が༢なる㏣ຍ的なプロ
グラム要素ではなく、⚾たちの活動が┿に変㠉
的であるかを るものであることを示している。
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省察と行動のႏ㉳

それらの≀ㄒは、༢なるMBMF2の一⎔として実᪋されたこと
のグ㘓ではない。それは⚾たち一人䜂とりが立ち上がり、変化
に関与するようಁす、力強い行動ႏ㉳である。

⚾たちにಁしていることは以ୗのとおりである。

Í 障害のある人に包摂的な活動への関与がព࿡するものを

Í ≉ᐃの声が聴いてもらえないままである⌮⏤を問うこと 

Í すべての人びとがサービスの利用者であるだけでなく、そ

の形成に┿に関与できる制度をどう構築できるかを᥈求す
ること

Í それらの≀ㄒは変㠉が可能なだけでなく、᪤に㉳きている
ことを⚾たちに෌び認識させてくれる: あまりにも長い間、こ
こにᒓしていないとゝわれてきた者たちにより、しばしばඛ
導される、㟼かで、⢓り強く、力強い変㠉。

Í これらの≀ㄒが、ただ⪺くだけでは⤊わらない行動へと
⚾たちを㥑り立てるものとなるように。大⫹に、創㐀的に、
そして共に動くよう、⚾たちをಁすように。障害のある人の
包摂は、䝏ェックリストを埋めるためのものでも、ᢏ⾡的な
修正でもない。それは、ຬᩒな政治的・೔⌮的なㄋ⣙であ
る。正⩏・平等・⚾たちⓙが享受できるべき人間性のため
の㜚いと主ᙇするあらゆる活動の基盤そのものである
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エチオピア
12ページ

ラ䜸ス
18ページ

モ䝄ンビーク
24ページ
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ミ䝱ンマー
30ページ

䜴䜺ン䝎
36ページ

ジンバブエ
42ページ
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&6( 包ᣓ的性ᩍ⫱

&53' 障害者権利᮲⣙

(&'' エ䝏䜸ピア障害者㛤発センター

)$02' モ䝄ンビーク障害者組織༠議

)*$( エ䝏䜸ピア家族指導༠会

/,'83(' LIDUPED Foundation Uganda

0%0)� My Body My Future 2

1&'3= ジンバブエ඲国障害者ホ議会

23' 障害を持つ人びと主導の障害を持つ人のための組織

3$'HW エ䝏䜸ピア㛤発ᑓ門家連合

65& 性の権利センター

65+5 性と生Ṫに関する健ᗣと権利

7/00 The Leprosy Mission Myanmar

::'$ 障害を持つዪ性༠会

␎ㄒ㞟
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&6(
人間の発㐩・ジェン䝎ー・ᜊឡ関係・性の健ᗣに関するᖜ広い
テーマを、文化的⫼ᬒを考៖しᖺ㱋に㐺した形で扱う、䜹リ
䜻ュラムに組み㎸まれたᩍ⫱

障害のある人びとの包摂
障害のある人が、あらゆるプログラム・サービス提供の面で、
包摂され・ពぢを聴いてもらえ・平等な機会が提供されることを
保証する姿勢

ジェン䝎ー・トランス
フ䜷ーマティブ

ジェン䝎ー・トランスフ䜷ーマティブであるとは、行動や介入策
が、有害なジェン䝎ーつ⠊・力の୙ᆒ⾮・♫会構㐀に✚ᴟ的に
ᣮᡓ・変㠉させるものであり、あらゆるジェン䝎ーの平等・包
摂・エンパ䝽ーメントをಁ㐍し、持続的な♫会変㠉をもたらすも
のであるということ

23' 自身の権利のための提唱活動を行い、♫会への᏶඲なཧຍを
ಁ㐍する、障害のある人が主導・㐠Ⴀ・⟶⌮する組織

65+5

身体の自ᚊ性・同ព権・スティグマや障壁を⤒験することなく医
療サービスを利用できる権利などの権利の᧦護もྵまれる、
個人がᕪู・強制・ᭀ力を受けずに、自身の性の健ᗣと生Ṫに
関して情報に基䛵いたព思決ᐃを行えることを保証する包ᣓ
的な権利とサービスの体⣔であり、ジェン䝎ー平等・බ⾗⾨生・
持続可能な㛤発の㐩成のために必㡲だと認識されている

ユースに㓄៖した性と生Ṫ
に関する健ᗣ�65+�
サービス

Ᏻ඲で支援的な⎔ቃୗで、ユースが自身のSRHに関して情報
に基䛵いた決ᐃをୗせるよう力䛵けることを┠的とした、㑊ዷ・
S7,�性感ᰁ⑕�ண㜵・性の健ᗣᩍ⫱・他の生Ṫの健ᗣ問㢟に関
する情報・䜹䜴ンセリング・サービス等、あらゆるユースの≉ᐃ
のニー䝈に応える、⛎༏性が保証され、೫ぢを受けずにᩗព
あるケアを提供する、ユースにとって利用可能で、受け入れる
ことができる、㐺ษな医療サービス

用ㄒ㞟
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要⣙

プラン・䜲ンターナショナル・エ䝏䜸ピアの
MBMF2プロジェクト�現地では<HQH�RDH\ 2と
して▱られる�は、障害のある人びとに包摂的
なSRHRᩍ⫱を提供する㠉新的モデルを㛤ᣅ
した。(&DD・PADHW・F*A(と連携し、 かく
ぶしみやすい㞟いの機会となり、エンパ䝽ーメ
ントのきっかけとなっている、㝸㐌のコー䝠ー
やおⲔの㞟まりでのㄯ話グループをタけた。

この≀ㄒは、コミュニティセンターやᮌ㝜の庭
に䜂っそりとత䜐✵間についてだ。そこでは障
害を持つユースが、⛥有なものをぢつけた。声
を上䛢、話を聴いてもらえる機会。これまでཱྀ
にできなかった␲問を問う機会。そして最後
に、自らの身体や未来についての会話の中
に、自ศ自身の姿を映し出す機会を。これは
◳い᳔子とሀⱞしいᤵ業の場のような↓機㉁
な䝽ークショップではなく、活Ẽに‶ちた有機
的な対話の場で、おⲔのように自⏤に≀ㄒが
ὶれ、➗い声が㞴しい議ㄽを࿴ら䛢、スティグ
マの重みがゆっくりと一ཱྀ䛤とに㍍くなっていく
ものだった。アム䝝ラᕞと䜸ロミアᕞで実᪋さ
れた同モデルは、ユースが会話を主導しつ
つ、障害のある人の包摂と思春期の若者の
SRHRに関する訓練を受けた医療従事者がഴ
聴・㓄៖ある対応を保証した、ピアリー䝎ー
シップとᑓ門家のファシリテーションを⼥合させ
たものであった。取り上䛢られたテーマは᭶⤒
⾨生⟶⌮・家族ィ画・身体の自ᚊ性といった、
ᴟめて重要な個人的な問㢟であった。だが同

モデルは、༢なる情報提供ではなく、ཧຍ者が
認識するようにし、彼ら一人䜂とりが認▱さ
れ、౯್を認められたと感䛨られるようにする
ことを┠的としていた。家族の支援を得た、ゝ
ㄒ障害のあるཧຍ者とのコミュニケーションで
あったり、ㄡも階段を上るというᅔ㞴を⤒験せ
ずにセッションにཧຍできるようにする㓄៖で
あったり、同モデルはྛユースの現実に合わ
せて調ᩚを行い、障壁を�つずつ取り㝖いて
いった。

そのᙳ㡪は、議ㄽの場を㐶かに㉸えた人びと
の生活にまで広がった。ユースは⫼筋をఙば
して立ち、声は力強くなり、それまでためらって
いた部ศに自信が確立された。多くのユース
が必要୙可ḞなSRHRサービスを利用するよ
うになり、OPDはᙳ㡪力を高めたア䝗䝪ケ䜲ト
となり、今まで障害のあるユースの権利を認め
るのを㌋㌉していたコミュニティも⪥をഴけ始
めた。᪤存の医療・ᩍ⫱構㐀に障害のある人
の包摂を組み㎸䜐ことで、<HQH�RDH\ 2は༢
なるSRHRプログラムの提供を㉸え、┿の包
摂自体を෌ᐃ⩏した� 障害のあるユースが༢
に包摂されるのではなく、自身の≀ㄒの中心
にᤣえられれば、変㠉は可能であるだけでな
く、必↛となるからだ。

聴いてもらえなかった声が、今は主導して
いる: エ䝏䜸ピアの障害のあるユースの
65+5の෌⋓得

エ䝏䜸ピアの多ᵝな地⌮的⎔ቃで、障害のあ
るユースは今も重層的な᤼㝖を⤒験し続けて
いる。ᩍ⫱や㞠用での␯እだけでなく、自身の
身体・㑅ᢥ・権利に関する重要な議ㄽからも᪥
ᖖ的に᤼㝖されている。<HQH�RDH\ 2は、障
害のあるユースを自身のSRHRの過⛬の中心
にᤣえることで、その現実を変えようとᅗった。

アム䝝ラᕞと䜸ロミアᕞで活動するᮏモデル
は、エ䝏䜸ピアで最も␯እされたユースに支援
を届けるため、現地組織と連携した。その᰾心
となる考えは、⡆₩で㠉新的であった: 障害の
あるユースが、SRHRについて、決めつけられ
ることを心㓄せずに、Ᏻ඲に⋡直に議ㄽでき
るス䝨ースと支援を享受できるべきだという考
えである。
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若䚻しい国の㟼かな᱁ᕪ: 障害のある人を
包摂した65+5をᚅっていられない⌮⏤

エ䝏䜸ピアの人ཱྀは若ᖺ層が主であり、国民
の�0%㉸が25ṓ未‶である。同国では、⣙
�00୓人の障害のある人が生活してい
る。&RPDのᢈ෸等、国家政策は㐍展している
が、実᪋状ἣには౫↛として重大なḞዴがみ
られる。スティグマ・利用୙可能なサービス・障
害の医学モデルが、今も状ἣを⥔持し続けて
いる。

調査から、障害のある子どもの最大�3%が一
度もᑵ学したことがなく、障害のあるユースの
⣙�0%が保護者と一度もSRHRについて話し
たことがないことがุ明した。大部ศのユース
はテ䝺ビやラジ䜸からの情報に頼っており、コ
ミュニケーションや⛣動にᅔ㞴をᢪえる人びと
は一層に୙利な立場に置かれている。そうした
状ἣୗで、<HQH�RDH\ 2は明確なビジョンをᥖ
䛢てㄌ生した。それは、障害のあるユースが自
身のSRHRについて᥈求し、問いかけ、主体的
に取り組めるような、௰間同ኈで支え合い、権
利を基盤としたプラットフ䜷ームを構築すること
だ。

おⲔやコー䝠ーを㣧みながらの会話

㝸㐌ᮌ᭙᪥、┿᫨のኴ㝧が中庭やベラン䝎に
長いᙳをⴠとす㡭、アム䝝ラᕞと䜸ロミアᕞの3
地༊に఩置する⏫・ᮧでは、ῥれたてのコー
䝠ーとスパ䜲スティーの㤶りが⁻っていた。ア䜹
シアのᮌ㝜・コミュニティの㞟会場の㟼かな㝮・
㞄人の家の⦅み㎸みマットの上といった、᪥ᖖ
のス䝨ースで、�2䡚�5ྡの障害のある思春期
の若者とユースのᑠグループが㞟まっていた。

その場ᡤの㞺ᅖẼは、 かく、Ẽ取らず、伝統
にἢっていた。
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䜹ップがそっとゐれ合い、పく㟼かなᣵᣜが✵
Ẽを‶たし、それは䛤くᬑ㏻の♫஺の機会の
ようにも一▐思われた。しかし、それらの㍯で
展㛤されたことは、඲く㏻ᖖのものとは␗なっ
ていた。おⲔやコー䝠ーがὀがれるように、長
い沈黙の後に考えや␲問も発せられた。障害
のあるロールモデルたちが主導し、医療従事
者たちと共に、䛂ഴ聴䛃を最ඃඛとした。そのᡓ
␎のもとで、こうした㞟まりは、⋡直なᮏ㡢が
ㄒれるᏳらぎの場となった。議ㄽは、これまで
ㄡも説明してくれなかった᭶⤒⾨生⟶⌮といっ
た実践的なものから、ᜍᛧ・望み・自身の身体
に対するព思決ᐃ権といった深く個人的な㡿
ᇦまでཬ䜣だ。多くの人は、自身の身体と将来
に対しఱを望䜐か、とึめてㄡかに問われる
⤒験をした。

あるユースዪ性は、声が最ึは㟈えながらも、
彼ዪの望まないዷፎの⤒験をㄒった。彼ዪの
パートナーは彼ዪをぢᤞてたが、⩈恥心から
これまで沈黙を㈏いていた。だがここでは、┿
に⌮解してくれた௰間たちの中で、彼ዪは導き
をぢつけた。現地のOPDにᒓする௰間のཧຍ
者は、⪺くだけでなく行動を㉳こし、彼ዪに付き
ῧって保健センターを訪れ、ア䝗䝪ケ䜲トとして
ഐらに立ち、彼ዪがᏳ඲な中⤯を受けられる
ようにした。ᙜึは相手にしようとする姿勢を
ぢせなかった医療従事者はᣮまれ、そのユー
スዪ性も他のⓙと同ᵝに権利を持つことを෌
認識させられた。

ูのཧຍ者で㌴᳔子を౑用するユース⏨性の
DDZLWは、入ཱྀには階段が存在しているだけ
で、ㄡも彼のためのス䝨ースをタけようと考え
なかったという༢⣧な⌮⏤で、保健センターか
ら㏣い㏉されたᒅ㎯をㄒった。彼のゝⴥは人
びとの心にッえるものであった。ᩘ᪥中にファ
シリテーターは᪋タ⟶⌮者と面会し、2㐌間以
内に解決策が出され、主要なSRHRサービス
が�階の部ᒇに⛣された。DDZLWがึめてその
ᡬを㌴᳔子で㏻った᫬、彼は༢にサービスを
利用しただけではなく、尊ཝをዣ㑏した。彼
は、ᝈ者としてではなく、�人の人間としてึめ
て⪥をഴけてもらえたと感䛨られた、と᣺り㏉っ
た。そうしたおⲔやコー䝠ーを㣧䜐㞟いは༢な
る会話以上のものだった: 変化を生み出し、力
䛵けがㄒられるだけでなく実践される場であっ
た。ここでは、ユースは▱識の受動的な受け手

ではなく、自らの未来を築くᢸい手だった。互い
を高め合い、┠の前の障壁に立ち向かい、ྛ
議ㄽが可能性を෌形成していった。

成功の要素とは

同モデルの成功は、䜲ンフラや㈨金提供だけで
はなく、信頼・関連性・包摂性を基盤とする人間
中心の手ἲによって実現した。信頼は自↛に
⫱まれた。(&DDメンバーがセッションを㐍行
し、自身のᕪู・䝺ジリエンス・セルフア䝗䝪䜹
シーの⤒験を共有した。それがᖐᒓព識を生
み、障害を持つ人を包摂したSRHRが⌮ㄽ上
のものではなく、深く個人的で実践可能なもの
であるという認識を強化した。

医療従事者は༢なる指導者ではなく、ఱよりも
まずഴ聴者であった。彼らの多くは、ពぢを㏙
べる前に」ᩘの議ㄽに同ᖍした。彼らの存在
は、㠀බᘧな௰間同ኈの対話とබᘧな医療
サービスとの㝸たりを埋める助けとなった。᫬
が⤒つにつれ、医療制度への信頼度は向上し
た。

ྛཧຍ者への対応も重要な要素であった。多く
の聴覚障害のあるユースは、正ᘧな手話を౑
用していなかったため、ファシリテーターは視覚
的⿵助・ピア支援による㏻訳・ᰂ㌾な㐍行形ᘧ
を取り入れた。ある事౛では、∗ぶがፉの⊂自
の家庭内で౑われる手話の㏻訳を手伝った
が、それは᪋タでは認められなかったが、そこ
では受け入れられた。

そして最後に、⎔ቃが重要なᙺ๭を果たした。
コー䝠ーやおⲔ会は文化的に重要なព࿡を持
ち、Ẽ取らないものであり、エ䝏䜸ピアの♫会
生活に深く根付いたものである。SRHRに関す
る議ㄽをそうしたぶしみやすいス䝨ースで行う
ことで、同モデルはཧຍへの心⌮的障壁を取り
㝖いた。
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思春期の若者たちはデ療ᡤやᩍᐊに入るの
ではなく、༢に会話にຍわっていたのだ。

変化が根付く場ᡤ: 成長の▐間

ᩘᏐやデータを㉸えて、このプロジェクトの┿
のᙳ㡪は、ཧຍ者の生活の中で㟼かに、しか
し大きな変化によってィ された。

▱的障害を持つ��ṓのMHURQは、プロジェク
トへのཧຍᙜึ、㌋㌉し内向的で、いつもጜ
のそばに寄りῧい、その存在にᏳ心を求めて
いた。最ึは䜋と䜣ど発ゝせず、視⥺はᗋに
向けられていたことが多かった。しかしᩘ㐌間
が⤒ち、ఱかが変化した。グループの かく
包み㎸䜐ような⎔ቃのなかで、彼ዪは自身の
声をぢつけ始めた。最ึはためらいがちに᭶
⤒や⾨生に関して㉁問し、次➨に自信を持っ
て自身の考えを共有するようになった。ᖺの
⤊わりには、彼ዪはもう㝮で黙ってᗙっている
だけのዪの子ではなく、彼ዪはメンターとな
り、以前は自身もᜍれていたのと同䛨道のり
をṌ䜐新たなཧຍ者を導いていた。その変化
をほ察していた彼ዪのẕぶは感Ⴣした: 彼ዪ
はMHURQが一生ㄡかに頼り続けると思ってい
たが、今では彼ዪがඛ㢌に立つ姿がぢえる、
と㏙べた。

そのἼཬຠ果は個人の成長を㐶かに㉸える
ものだった。長ᖺぢ過䛤されていた現地の
OPDが実㉁的なᙳ㡪力を持ち始めた。

政府関係者がึめて彼らをSRHRィ画会議
にᣍき、そのᑓ門性と包摂的な政策᥎㐍にお
ける重要なᙺ๭を認めたのだ。それまで障害
のあるユースのニー䝈を考៖せずに㐠Ⴀされ
てきた保健センターは、彼らのサービス利用
状ἣを㏣㊧し始め、୙可視状ែから認▱へと
㌿換を示した。今までSRHRに関する話し合
いを㑊けていた家族は、᫬にᅔ㞴を⤒験しつ
つも必要な⋡直な話し合いをタけ始めた。そ
れらのテーマに沈黙を保っていたコミュニティ
リー䝎ーは、自身の権利を⌮解し↓視される
ことをᣄ䜐ユースの声からᣮᡓを受けることと
なった。

だが、変化への道にはいくつかの障壁が存在
した。஺㏻手段は今もṧる障壁であり、≉に
㐲方で利用可能な㑅ᢥ⫥がᑡない地方部で
は深้であった。正ᘧなプロジェクト⤊஢後に
変化の勢いが⾶えないようにするには、政府
パートナーとの連携強化が求められ、包摂を
個人のアクターのၿពにጤ䛽るのではなく、
政策に組み㎸䜐必要があった。そして、深くᾐ
㏱し、世代を㉸えて強化されてきたスティグマ
は、一ኪにして消えཤるものではなかった。し
かし基盤は今、ᩚえられている。今まで声を
聴いてもらえなかった人びとが発ゝし、஧度と
沈黙させられることはなくなった。
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ᥥ෗の変化

<HQH�RDH\ 2は変㠉の場を創出し、障害のあ
るユースが自身をア䝗䝪ケ䜲ト・ព思決ᐃ者・
リー䝎ーとしてᤊえるようಁすことに㈉⊩してき
た。また、障害に対する♫会の認識を変え、可
視化・対話・行動を㏻䛨た長ᖺ信䛨られてきた
ㄗ解のᡴ◚を成し㐙䛢た。

かつて沈黙が支㓄していた場ᡤで、長い間↓
視されてきた声がようやく聴かれ始めた。

今後の展望

プラン・䜲ンターナショナル・エ䝏䜸ピアとその
パートナーᅋ体が将来をぢᤣえるなかで、ㄢ㢟
となっているのは事業つᶍの拡大だ。⥥ᐦな
グ㘓・政府関係者との継続的な連携・障害のあ
る人の包摂に対するᦂるぎない取り組みによ
り、このモデルはより多くのユースに届き、より
多くの支援者を⫱成し、障害のある人びとの包
摂に考៖したSRHRを国の制度にᐃ╔させる
可能性を⛎めている。

変㠉は、必ずしもὴ手なものでも、あからさまな
ものでもない。それは㟼かで、さり䛢ないもので
あり、一ᮼのおⲔやコー䝠ー、Ᏻ心感とຬẼに
‶ちた✵間、そして⪥をഴけ、その後に行動を
㉳こそうとする姿勢から始まることもある。そう
して、ᑠさな始まりから╔実に成長し、ព⩏ある
成果へとつながる変化を⫱䜣でいくものにな
る。障害のあるユースが話し合いを主導すると
き、将来は༢なる䛂包摂䛃にとどまらず、┿に変
㠉的なものとなる。それは、ㄡの声も⪺き㏨さ
れることなく、いかなる権利もྰᐃされることな
く、いかなるክも手の届かないものではない未
来だ。
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要⣙

ᮏ≀ㄒは、プラン・䜲ンターナショナル・ラ䜸ス
でのMBMF2プロジェクトにおいて、障害のあ
る人びとに包摂的なジェン䝎ー・トランス
フ䜷ーマティブ・アプロー䝏を統合した取り組
みを考察する。同プロジェクトは2023ᖺに㛤
始した::DAとのᡓ␎的連携による、長い
Ṕྐを持つ障害のあるዪの子向けの職業訓
練プログラムへの&S(の導入を行った。

202�ᖺึめ、ラ䜸ス地方部の、その多くがᑡ
ᩘ民族であるዪの子��ྡが変㠉への᪑に出
た。その⤒験は職業ᢏ能だけでなく、᭶⤒・
㑊ዷ・身体の自ᚊ性に関するᩍ⫱も提供し
た。Ᏻ඲で信頼できる⎔ቃୗでSRHR情報を
提供し、඲面的なケアの提供により彼ዪたち
を支援することで、同プログラムは包摂に対
する体⣔的・文化的障壁の୧方にᣮ䜣だ。

この取り組みは、障害のある人びとに包摂的
なSRHRには୪行的な制度が୙要であるこ
とを実証している。これは、現地機関へのᢞ
㈨・OPDとの有ព⩏な連携・文化に㓄៖した
実᪋により、成果を上䛢ることができる。長ᖺ
孤立を⤒験し、同取り組みにཧຍしたモン族
のユースዪ性であるMDLPXDの事౛は、この
取り組みが人生を変える䜋どのᙳ㡪力をもた
らすことを≀ㄒっている。

ラ䜸スの事౛は、エンパ䝽ーメント・コミュニ
ティཧຍ・長期的連携を基盤とした障害のあ
る人びとに包摂的なSRHRへの拡ᙇ可能か
つ持続可能なアプロー䝏を示している。

周縁から中心へ: ラ䜸スの障害のあるዪ
の子の可能性の෌考

ᒣᓅ地ᖏであるラ䜸ス໭部の地方部は、民
族的に多ᵝで䜲ンフラが制㝈されており、障
害のあるዪの子の多くが長ᖺ、国家のᩍ⫱・
健ᗣ᪋策においてぢ過䛤されてきた。ᮏ≀ㄒ
は、MBMF2プロジェクトが2023ᖺに::DA
との提携により、その状ἣを変えた⤒⦋を示
す。職業訓練と&S(の統合により、同プロ
ジェクトは彼ዪたちが自身のニー䝈と可能性
を認識できる、▱識・ᢏ能・自信を⋓得できる
場を創出した。

MBMF2は信頼できる現地機関と提携し、≉
化した༠働的取り組みを᥇用した。このパー
トナーシップは、職業訓練と୪行してSRHR
ᩍ⫱を実᪋する体制を構築し、障害のある人
の包摂がこの取り組みの根ᖿに組み㎸まれ
ることを確保し、障害のある学習者が活㌍で
きるよう力を与えることを┠的とした。このス
トーリーは、その決断が、長ᖺ᤼㝖されてき
たዪの子に新たな道を㛤いた⤒⦋をグ㘓した
ものだ。
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ユースの国でありながら、あまりに多くの
ユースが置きཤりにされている

ラ䜸スは人ཱྀの༙ᩘ㉸が20ṓ未‶の、若さ
に⁄れる国である。また、ᮾ༡アジアで最も民
族多ᵝ性の高い国の�つでもあり、��の民族
㞟ᅋがබ認されている。ᩍ⫱と健ᗣ㡿ᇦで㐍
展がみられるが、多くの思春期の若者、≉に
ዪの子と障害のあるユースは、今もSRHRに
関する正確な情報やサービスの入手・利用に
対し、重大な障壁を⤒験している。

20�5ᖺの国勢調査によると、��୓人㉸の障
害のある人が確認され、⛣動手段がない地
方部で最も๭合が高いという。ラ䜸ス政府は
障害のある人の権利保護に関するἲᚊを制
ᐃし、&RPDをᢈ෸しているが、≉に思春期
の若者への利用可能で包摂的なSRHRサー
ビスの提供に関して、その実᪋には౫↛とし
て大きなㄢ㢟がṧされている。

MBMFの➨�段階で、障害のある思春期の若
者の多くがコミュニティ䝺ベルの活動から᤼㝖
されていることがุ明した。スティグマをᜍれ
る家族や、ፉにSRHRᩍ⫱は୙要であると考
えていた家族もいた。そうした問㢟を認識した
MBMF2䝏ームは➨2段階で␗なる手ἲを᥇
用し、::DAとの༠働により、障害のある人
びと主導の長期職業訓練プログラムに&S(を
組み㎸䜐ようにした。

0$,08$の道⛬

ཧຍ者の�人、䝪ーケー䜸┴のモン族の25ṓ
のユースዪ性MDLPXDは、同モデルのㄢ㢟と
可能性を示している。彼ዪには」ᩘの身体障
害があり、ᑠ学ᰯ3ᖺ生までしかᑵ学できな
かった。㏻学距離と、ᤵ業ཧຍのために支援
を受けられず㏺って行かなければならなかっ
た身体的㈇ᢸからᑵ学を㎡めたという。家で
は家事を手伝い、⊂学で่⧆を学䜣でいた。
障害のある人びとのためのᮧ㞟会が告▱さ
れた㝿、MDLPXDはཧຍした。そこで彼ዪは
::DAでの機会を▱り、家族とコミュニティの
支援を得て、彼ዪはⓏ㘓した。

彼ዪは::DAで、手ᕤⱁだけでなく、᭶⤒⾨
生や㑊ዷ等、SRHRの必㡲テーマに関しても
指導を受け、それらの多くは彼ዪにとって඲く
新しい▱識だった。彼ዪはึめて᭶⤒用ナプ
䜻ンを౑い、多┠的ト䜲䝺を利用し、自身の健
ᗣについて⋡直に話すことができた。䛂今は自
信がつきました。今までは自身の᭶⤒⟶⌮の
௙方も▱らなかったのですが、今は自ศで自
ศ自身のケアができるようになりました䛃。

彼ዪの体験ㄯは、SRHRを障害に㓄៖した✵
間に取り入れることが、」ᩘの障壁を同᫬に
解消し得ることを示している。
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成功の要素とは

同取り組みの成功の実現可能要素は」ᩘあ
る。➨�に、::DAの実⦼と信頼性のおか䛢
で、ྛ家庭はፉのཧຍをᛌく受け入れ
た。::DAが長ᖺにわたって行ってきた一㈏
した活動で築き上䛢た信頼が、重要な入りཱྀ
となった。を➨2に、住ᒃ・㣗ᩱ・心⌮♫会的ケ
ア・SRHRᩍ⫱に至るまでの包ᣓ的支援の提
供により、ዪの子がᖖែ的な生きるための㈇
ᢸにⱔまれることなく、学びと成長にᑓᛕでき
る⎔ቃがᩚえられた。

医療連携も重要要素の�つであった。訓練を
受けた医療従事者を&S(セッションに関与さ
せることで、情報とサービス利用の間に多䚻
存在する重大な㝸たりを埋めた。ዪの子は彼
らに直᥋㉁問でき、༶ᗙに情報に基䛵くᅇ⟅
を得ることができた。その取り組みはSRHRに
関する▱識を深めただけでなく、プログラムእ
でサービス利用を求める上での自信も⫱䜣
だ。

ཧຍ者の㑅ᐃも重要であった。コミュニティ
リー䝎ーと家族を関与させたཧຍᆺ手ἲによ
り、支援を最も必要とするዪの子が≉ᐃされ、
彼ዪたちのプログラムཧຍを保証した。そし
て、保護に関する研修から政策策ᐃに至
る、::DAの機関としての能力へのᢞ㈨
が、MBMF2期間中に実現した変化をプロジェ
クト⤊஢後も持続可能にした。

発展の姿とは

同プロジェクトの成果は、ཧຍ者が報告した
自信とセルフケアの向上、およびፉの健ᗣと
ᖾ⚟感に明確なᨵၿを認めた彼ዪたちの家
族からの⫯ᐃ的なពぢから明らかであっ
た。::DAにとって、SRHRの職業訓練への
導入は、一層包ᣓ的なᩍ⫱への㌿換となり、
利害関係者が高くホ౯するようになった。

ㄢ㢟も現れた。保護の強化と包摂的な制度
への㐺応にはண᝿以上に᫬間を要した。ゝ
ⴥの壁、≉にᑡᩘ民族のཧຍ者に対し、㓄
៖ある⩻訳と文化的考៖が求められた。同モ
デルは有望ではあるが、より多くの人へ提供
するためには、新たなリ䝋ースとᖜ広い連携
が求められる。

≉に㠉新的であった点は、新たな組織のタ
置ではなく、᪤存のOPDへのᢞ㈨の決断で
ある。その手ἲにより、統合が一層෇⁥で持
続可能なものとなった。医療従事者の&S(
セッションへの直᥋関与も、ຠ果的なᡓ␎の
�つであった。そして▱識のḞዴだけでなく、
体⣔的・感情的障壁へも対応したプログラム
タィが、長ᖺの᤼㝖に対する包ᣓ的な解決
策であることが証明された。
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㟼かな変化

ラ䜸スでのMBMF2の取り組みは඲国的な話㢟
とはならなかったかもしれないが、長ᖺ᤼㝖され
たዪの子の生活に㟼かでありつつも有ព⩏な
変化を与えた。障害のある人びとの包摂は、」
㞧でも㈝用がかさ䜐ものでもなく、ពᅗ的で⊩
身的な行動が必要とされるものであることを示
した。

この≀ㄒの᰾心は、主体性の構築にある。この
取り組みは、障害のあるዪの子のᮏ来的な౯
್と権利を認め、彼ዪたちが自らの未来をษり
㛤くための▱識、ス䜻ル、そして支援を提供し
た。SRHRᩍ⫱の職業訓練との統合により、彼
ዪたちが自身の健ᗣ・身体・人生に関し、情報
に基䛵いた決断をୗせるよう力䛵けたのだ。

ఱかを新タするのではなく、::DAの信頼でき
る基盤をMBMF2のᅵྎとし、᪤存のコミュニ
ティの⤎を強化させ、ዪの子がᏳ඲に成長・主
導できるス䝨ースを創出した。同取り組みは、┿
の変化がコミュニティ主導の取り組みから生ま
れることが多いことを示すものである: 䝪トム
アップの取り組みである。

生み出された変化は持続可能なだけでなく、変
㠉的なものである。障害のあるዪの子はぢ過䛤
される存在から、自身の力でリー䝎ーとなる存
在へと変化した。MDLPXDのようなዪの子はもは
や౛እではなく、長ᖺ␯እされた人びとのリー
䝎ーシップにᢞ㈨した㝿に実現し得ることを示
すዲ事౛となった。

同取り組みは、▱識が㉕ἑရではなく基ᮏ的権
利であることを示した。彼ዪたちに自身の人生
を導くツールを付与することで、彼ዪたち個人䝺
ベルを㉸えた、コミュニティの෌構築と、長ᖺ⥔
持されていた障壁をᡴ◚するἼཬຠ果が生ま
れ始めた。

┿の変㠉は┒大である必要はない。それは、長
期間、リー䝎ーにはなれないとゝわれてきた人
びとの㟼かながらも力強い変化のなかにこそぢ
出される。あらゆるዪの子が力を得られるよう
にし、⚾たちは༢により包摂的な世⏺を築くだ
けでなく、Ṕྐ的に彼ዪたちの㊊をᘬっᙇって
きた௙組みそのものを変えていくのだ。

展望

次の┠ᶆはつᶍ拡大である。得られた▱ぢの
グ㘓・政府関係者との連携強化・広⠊な導入の
提唱により、同モデルはより広ᇦの多くのዪの
子に提供できるようになる。それはラ䜸スだけで
なく、障害・ジェン䝎ー・୙平等が஺ᕪするあら
ゆる状ἣでの指針となる。障害のあるዪの子の
リー䝎ーシップへのᢞ㈨は、サービスᨵၿだけ
にとどまることなく、力関係を変え、未来をษり
㛤き、可能性の枠組みそのものを変㠉し始める
のだ。
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要⣙

プラン・䜲ンターナショナル・モ䝄ンビークの
MDQG]LNXプロジェクトは、同国でのジェン
䝎ー・トランスフ䜷ーマティブと障害のある人び
との包摂を重視したSRHRの取り組みに向け
たඛ㥑的な㌿換点となっている。≉に障害の
ある思春期の若者たちが長ᖺにわたりスティ
グマ・ㄗ情報・SRHRサービスへのアクセスに
重大な障壁を⤒験してきたジ䝱ン䜺モ地༊で
実᪋されているMDQG]LNXプロジェクトは、そ
れらの障壁を根ᗏから解消する大⫹な一Ṍを
㋃み出した。

この≀ㄒでは、同プロジェクトが௰間主導の
&KDPSLRQV RI &KDQJH�&R&�クラブを⫱成す
るための㠉新的なアプロー䝏や、包ᣓ的な
サービス提供への取り組み、さらには
FAMODなどの組織との強ᅛで༠力的なパー
トナーシップの構築について紹介する。そうし
た取り組みを㏻䛨、同プロジェクトは障害のあ
る人びとをྵ䜐�50ྡ㉸の思春期の若者と
ユースを直᥋関わってきた。同プロジェクト
は、世代間対話・医療従事者向けの包摂的な
研修・ⲡの根䝺ベルのコミュニティ動員などの
取り組みを㏻䛨て、SRHRに対する認識を変
え、SRHRの議ㄽ・その提供方ἲ・障害との関
連性の෌ᐃ⩏に㈉⊩している。

⤖果は明ⓑである。現在、ユースの��%が
SRHRサービスの場ᡤと利用方ἲを正確にᢕ
ᥱしている。思春期の若者の自信と主体性に
はⴭしい向上がみられ、ユース向けで包摂的
な保健サービスは今までになく利用しやすく
なった。その変㠉の᰾心にあるのは、連ᖏを
⫱み、障害のあるユースも᏶඲にཧຍできる
ように支えるユースの力への確ᅛたる信ᛕ
だ。MDQG]LNXの≀ㄒは、エンパ䝽ーメントと
連携・沈黙から主体性の発᥹への๻的な㌿
換の≀ㄒである。最も␯እされた人びとの声
を中心にᤣえることで、同プロジェクトは┿に
持続可能な変化が可能であることを証明し
た。このアプロー䝏は、同地ᇦにおけるジェン
䝎ー平等と障害者の♫会ཧຍを᥎㐍するた
めの、拡ᙇ性と෌現性をഛえたモデルを提供
し、ㄡ一人取りṧさないことを保証している。

沈黙が◚られる᫬: ジ䝱ン䜺モでの変㠉の
始まり

ኴ㝧に↷り付けられた広大なジ䝱ン䜺モの㐲
㝸地では、SRHRに関する会話は沈黙に包ま
れていた。同地ᇦのᮧの∦㝮では、そうした
話㢟は䜋䜌ㄒられず、たとえ話㢟に上がった
としてもཱྀにすること自体がタブーであるかの
ように、ᐦかにᄱかれるだけだった。思春期
の若者、≉に障害をᢪえて生活している者に
とって、そうした重要な会話は୙ᛌ感や␯እ
感、᫬には᏶඲な↓⌮解を⤒験するものだっ
た。

ዪの子は沈黙が求められ、彼ዪたち自身の
身体は彼ዪたちのものではないとする♫会つ
⠊により、彼ዪたちの声は長ᖺᑒ䛨られてい
た。一方、⏨の子はジェン䝎ーや性に関する
有害な信ᛕやែ度について問われることは
䜋䜌なかった。障害は 䚻にして同情の┠で
ぢられ、♫会ཧຍへの஌り㉺えられない障壁
とみなされ、可能性・₯在能力・平等の視点
からは、決してᤊえられてこなかった。

前プロジェクトが築いた基盤と/LJKW IRU WKH 
:RUOGとの連携を基盤とし、2023ᖺに同プロ
ジェクトは║にぢえる形で、ⴭしい勢いが生ま
れ始めた㌿換点を生䜣だ。

それは最ึはᑠさく、䜋と䜣どẼ䛵かない䜋
どのἼのように始まった。ຬᩒな人びとのグ
ループが地ඖの㞟いの場に㞟まり、≀ㄒやア
䜲デアをศかち合い、それがᚎ䚻により大き
な㐠動へと発展していった。こうしてㄌ生した
のがMDQG]LNXプロジェクトであり、以前の取
り組みである:XWRPLプロジェクトから得たᩍ
訓に基䛵いて構築されたものである。ᙜึは
SRHRの᱁ᕪ解消を┠的としたィ画的な取り
組みとして始まったものだが、やがてコミュニ
ティ඲体にἼཬする変㠉のきっかけとなった。

25



同プロジェクトは༢なるサービス提供ではなく、
それらのサービスの基盤そのものの変㠉であっ
た。性に関する⌮解の変化・根深い力構㐀の解
体・ユース、≉に障害のある者にとってఱが可能
なのか、෌考することだった。同プロジェクトの取
り組みは明確な信ᛕに基䛵いていた。すなわ
ち、┿の変化には、最も㢖⦾に᤼㝖されてきた
人びとをྵめなければならない、という信ᛕであ
る。同プロジェクトはSRHRサービスのアクセス
拡大だけでなく、権力関係とព識の変㠉にも↔
点をᙜてていた。また同プロジェクトは、連ᖏを
⫱䜐ユースの力に根䛦しており、障害のある
ユースがコミュニティへの᏶඲な関与と変化のᢸ
い手となれるようにすることを┠指した。

今、ジ䝱ン䜺モ内をṌけば、ㄡもがその変化にẼ
䛵く。以前は沈黙に包まれたSRHRに関する話
し合いは、今ではより䜸ープンで身㏆なものと
なった。ユース主体の&R&クラブは、活発な議ㄽ
や行動の中心地となっているこうした௰間同ኈで
㐠Ⴀするグループでは、ユースが㞟い・学び・⤒
験をศかち合い・互いに่⃭し合うことで、対話
の場としてのᏳ඲な✵間が生まれた。そこでは、
ლ➗されることをᜍれずに㉁問ができ、ዪの子
が⋡直にពぢを㏙べたり、ᑡᖺたちが᫬代㐜れ
の考え方に␲問をᢞ䛢かけたりするよう後押しさ
れている。

その変化はユース自身の間を㉸えた広がりを示
している。以前は障害のある思春期の若者の≉
有のニー䝈の⌮解のための訓練を受けていな
かった医療従事者も、今では障害に㓄៖した
ユースが利用しやすいサービスの提供のための
▱識とᢏ能をഛえている。

ジ䝱ン䜺モで、今までSRHRを取りまいていた沈
黙が、ᩍ⫱やサービス、そしてఱよりも尊重され
る権利をッえるユースの力強い声へと変わりつ
つある。同プロジェクトは、最も␯እされた人びと
が主導できるよう力䛵けられた場合、コミュニティ
඲体がᜠᜨを受けることを示した。

包摂・主体性・ຬᩒさの≀ㄒ

自身のコミュニティに&R&クラブがタ置される
のをึめて▱ったのは、MLJXHOが2�ṓの᫬
だった。ඛኳ性の身体障害のある彼は、他人に
は฿ᗏ⌮解できないようなᅔ㞴にᖖに直面して
きた。ᑵ学していた学ᰯは自Ꮿから㐲く、障害
≀だらけの㏻学㊰での㏻学は彼にとってඞ᭹し
㞴いᅔ㞴だった。᪩期に中㏵㏥学をせ䛦るを得
なくなり、MLJXHOは孤立し、↓能者のⅹ༳を押
され、学び・成長する機会から⥾め出された。
ᩍ⫱を受ける機会を得られず、᭦に重要なこと
に、自身の権利について⌮解することさえなく、
ましてや自ศのSRHRについてはなおさらだっ
た。

MDQG]LNXの䝏ームがMLJXHOに᥋ゐした㝿、彼
のẕぶが㌋㌉したのもᙜ↛だった。彼ዪは、
䛂な䛬彼のようなユース⏨性が、性に関するクラ
ブにཧຍすべきなのですか䛃、と␲問を示した。
だが䝏ームはㅉめずに、㏦㏄とᏳ心感・ఱより
も支援を提供した。彼らはMLJXHOが、自身に能
力があるだけでなく、その話し合いの場にいる
౯್のある存在だと感䛨るようにさせる、と決ព
していた。最⤊的にMLJXHOはཧຍに同ពし、そ
の決断は彼にとってもコミュニティにとっても、
大きな変化の始まりとなった。

䛂今まで孤立してᬽらしていました䛃、とMLJXHO
は㟼かな㄂りをᖏびた声でㄒった。䛂今は཭人
がいて、尊重されていると感䛨、ᕪูはᑡしず
つῶっています䛃。

MLJXHOの変化は、同プロジェクトがジ䝱ン䜺モで
ᕳき㉳こしていた広⠊な変化の生きた証となっ
た。�0のコミュニティ内に2�の&R&クラブをタ
置させることで、�50ྡ㉸の思春期の若者と
ユースが㞟い始めた。彼らはSRHRに関する話
し合いのためだけでなく、根深いジェン䝎ーつ
⠊と向き合い、同ពや㑊ዷのᴫᛕを᥈求し、そ
して、ᜍらく最も重要なこととして、自身の権利
を▱るために㞟まっていた。

&R&クラブは༢なるᩍ⫱的なス䝨ースに␃まら
ず、個人の変化をಁす場となった。
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MLJXHOのようなユースは、自身のア䜲デンティ
ティや౯್をもはやスティグマや᤼㝖でᐃ⩏付
けされるものではなく、自身や௰間を新たな視
点でぢるよう学䜣でいた。そうしたクラブで、彼
らは体験ㄯをㄒり合い、互いに助ゝし合い、置
かれた状ἣを㉸えた⤎を築いた。クラブを㏻䛨
て、彼らは自身が�人ではないこと、そして自身
にも未来をษり㛤く権利があることを実感した。

2023ᖺᮎまでに、その変化は明らかになって
いた。情報に基䛵いたSRHRに関する決ᐃを
ୗすことに自信があるとᅇ⟅したユースは、同
ᖺึめの僅か�5%から�5%にቑຍした。有害
なジェン䝎ーステ䝺䜸タ䜲プにᣮ䜐‽ഛができ
ていると感䛨ているユースも、㛤始᫬は僅か
2�%だったが、�0%へとⴭしくቑຍした。こうし
た変化は༢なる統ィ上のものに␃まらず、ཧ
ຍしたユースの考え方や主体性での、実㝿
の、生きた変化を反映していた。

しかし、それらの変化は決してഅ↛ではない。
障害のある人びとの包摂・ジェン䝎ー平等・
ユースのエンパ䝽ーメントというཎ๎に基䛵い
て、ៅ重にタィされたコミュニティ主導の取り組
みの成果であった。同プロジェクトは༢なる情
報提供に␃まることなく、ユース、≉に長きにわ
たり␯እされてきた者が、自身の声と権利を取
り戻せるような⎔ቃを築くことをពᅗして作られ
ていた。

同プロジェクトが、コミュニティ主導の変㠉の力
を示すものであり、最も␯እされた人びとが主
導する手段を与えられた場合、コミュニティ඲体
がᜠᜨを受けることを証明した。
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成功の要素とは

Mandzikuプロジェクトは、本質的には「人と人と
の関係性」をめぐる物語であった。そこには、
ユースと自らの身体との関係、保護者と子ども
の関係、そしてコミュニティと、その中で疎外さ
れてきた人々の声との関係が含まれている。

また、同プロジェクトは、他団体とのパートナー
シップによって支えられ、発展してきた。プラン・
䜲ンターナショナル・モ䝄ンビークは、⛣動ᆺ支
援䝏ームでユースに直᥋サービスを提供する
AMOD(FA・♫会的タブーのᡴ◚のためのコ
ミュニティ対話を主導するMAH/AH/(・今まで
声をᑒ䛨られることが多かった/*B74,�の
ユースの議ㄽへのཧຍにᑾ力する/AMBDAと
連携した。

ᜍらく最も重要な点は、FAMODを㏻䛨て連携し
たOPDが、主導的ᙺ๭を果たしたことだろう。
彼らは、障害のある若者の≉ᐃと支援を行い、
包摂的なSRHRに関する研修を実᪋し、制度
的な変㠉を働きかけた。こうした活動を㏻䛨
て、MLJXHOのようなユースが、長ᖺ利用をᣄま
れてきたサービスを受けられるようになった。
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個人だけでなく、コミュニティそのものを変え
る

変㠉は&R&クラブだけに␃まらず、家庭・学ᰯ・
᐀ᩍ᪋タへと広がり始めた。コミュニティリー
䝎ーや᐀ᩍ指導者も対話にཧຍし始めた。か
つて᭶⤒や㑊ዷ等のテーマに୙ᛌ感を感䛨て
いた保護者も、㉁問し・⪥をഴけるようになっ
た。

世代間対話は、その変化の基盤となった。ある
世代間対話のセッションに、∗ぶ�2�ྡ、ᜥ子
���ྡ、ẕぶ��ྡ、ፉ��ྡが一ᇽに会した。多
くの人にとって、世代を㉸えて性に関して⋡直
に話し合うのはึめてのことだった。以前は子
どもの&R&クラブへのཧຍに㌋㌉していた保護
者も、今ではཧຍをಁすようになった。

医療制度さえ変化をぢせ始めた。�䜹ᡤの思春
期の若者とユースに㓄៖した医療サービスが、
⛣動にᅔ㞴をకう思春期の若者のためのス
ロープや個ᐊなど包摂的な䜲ンフラタഛをᩚഛ
した。�5ྡの医療従事者が、⮫ᗋ手ᢏだけで
なく、共感とᩗពを持ってᕪูなくᝈ者とコミュ
ニケーションをとる方ἲの訓練を受けた。成果
は明ⓑだった。現在��%のユースがSRHR
サービスの場ᡤと利用方ἲをᢕᥱしてい
る。2023ᖺだけで、障害のあるユースや
/*B74,�コミュニティのユースをྵ䜐3万
��000人以上のユースがサービスを利用した。

学䜣だこと

ᩘ多くの成功が得られた。௰間主導のモデル
はうまく機能した。かつては存在しなかった信
頼が⫱まれた。コミュニティリー䝎ーたちはユー
ス、≉に␯እされたユースを変化のᢸい手とし
てぢ始めるようになった。包摂的なサービス提
供は༢なる付ຍ的なものではなく、基盤そのも
のであった。データによると、すべてのグループ
でSRHRの▱識・利用状ἣ・自信がⴭしく高
まったことが示された。

だが、୙༑ศな点やㄢ㢟も認められた。⏨性
の議ㄽへのཧຍ⋡、≉に᭶⤒⾨生に関して
は、పいままであった。家∗長制的つ⠊が、౫
↛としてㄡが発ゝし、ㄡがഴ聴し、ㄡが行動す
るかを決めていた。前㐍がみられたとはいえ、
障害のある思春期の若者がSRHRにබ平にア
クセスできるべきだと考えるコミュニティメン
バーは僅か�2%で、�2%からᨵၿしたとはい
え、౫↛としてබ正とは䜋ど㐲い状ἣであっ
た。

しかし、その✀はすでにⵗかれている。MLJXHO
のような≀ㄒ、そして彼の⫼後にいるఱ༓もの
人の≀ㄒが、ពᅗ的に包摂が行われ、変化が
コミュニティ内で᥎㐍される᫬にఱが実現し得
るかを示す生きた証ᣐである。

一過性の出来事ではなく、㐠動である

同プロジェクトの≀ㄒは、尊ཝとබ平がど䜣な
姿となり得るかという構᝿を実現化させる取り
組みと関連している。かつては沈黙がユース
の᪥ᖖを支㓄していた場ᡤで、今や彼らは
ᇽ䚻と声を上䛢ている。彼らは問いかけ、⟅え
を求め、互いに支援しながら自身の将来を形
成している。

変㠉には᫬間と信頼、そしてᅋ⤖が必要だ。
それは༢なるサービス提供だけでなく、その利
用を㜼䜐つ⠊や信ᛕ、障壁を取り㝖くことが求
められる。そして、最も㢖⦾に取りṧされてき
た人びとのリー䝎ーシップなしでは実現୙可能
である。

この≀ㄒは説得力ある道筋を示している: コ
ミュニティが包摂を最ඃඛにᥖ䛢、ユースの
リー䝎ーに力を与え、根ᗏから୙平等に立ち
向かうとき、┿の変化が生まれ、その動きはṆ
まることなく前㐍し続ける。
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要⣙

政治的に୙Ᏻᐃで⣮தのᙳ㡪を受けている状
ἣୗのミ䝱ンマーで、MBMF2プロジェクトは障害
のある人びとの♫会ཧຍをಁ㐍する取り組みの
強化のため、コンサルティングパートナーとして
7/MMに連携した。また同プロジェクトは、現地
でSO*,(S&を中᰾とするᅋ体.XPXGUDとᡓ␎
的パートナーシップを構築し、包摂的なSRHRに
対するⲡの根での取り組みを᥇用して、実践で
の஺ᕪ性への取り組みを᥎㐍した。

ᮏ≀ㄒは、コミュニティၨ発䝽ークショップ・ピア
主導のᩍえ伝え研修・SRHRᑠጤ員会のタ置の
組み合わせにより、障害のある人びとに対する
スティグマへのᣮᡓ・権利᧦護・医療とἲ的サー
ビスへのアクセス向上により、同プロジェクト実᪋
が成し㐙䛢た重大な前㐍に↔点をᙜてている。
それらの取り組みは、障害のある人びとの♫会
ཧຍに向けた個ูの行動ィ画を策ᐃし、体⣔的
に実᪋された。この取り組みの中᰾は、個人とコ
ミュニティ䝺ベルの୧方の能力構築をకう、障害
のあるユースのエンパ䝽ーメントにあった。

内ᡓというᅔ㞴な状ἣୗであったが、同プロジェ
クトは202�ᖺに�3�ྡのコミュニティ住民にຠ果
的に働きかけ、包摂に対するព識変化をಁし
た。障害のある人びとに包摂的なSRHRプログラ
ムは、そうした制⣙の多い状ἣୗでも実᪋可能
であるだけでなく、現地主導の信頼に基䛵く、人
権のཎ๎に確ᅛとして根䛦したものであれば成
功裏を཰め得ることを実証した。持続可能な変
㠉を実現するため、MBMF2は包ᣓ的な行動ィ
画を現行のᡓ␎に組み㎸䜣だ。このィ画には、
現地の利害関係者への継続的支援・SRHRᑠጤ
員会の強化・能力㛤発活動の拡大がྵまれてお
り、これにより、包摂的な取り組みがコミュニティ
構㐀に深く根付くようにした。

変㠉のⅆⰼ: ニ䝱䜴ン䜴ーでの65+5のዣ
㑏

ミ䝱ンマーでは、SRHRは、౫↛としてデリケート
なテーマであり、障害のあるユースにとってはな
おさらである。彼らの多くが、䜲ンフラ面での障
壁だけでなく、根深いスティグマや体⣔的な↓関
心により、情報やサービスへの基ᮏ的なアクセ
スさえも㜼まれてきた。MBMF2プロジェクトはそ
の状ἣᨵၿを┠指した。

♫会的つ⠊の変㠉には、༢なるサービス提供以
上の取り組みが必要であることを認識した上
で、MBMF2は7/MM・.XPXGUD・ニ䝱䜴ン䜴ー
の現地コミュニティと連携し、包摂に関する対話
と行動をಁ㐍した。その┠的は、ព識ၨ発だけ
でなく、コミュニティが、障害のあるユースをྵ䜐
♫会的ᙅ者のSRHRを、コミュニティ඲体のඃඛ
ㄢ㢟として᥎㐍できるよう支援することであっ
た。

⬤ᙅな状ἣୗでの障壁の解消

ミ䝱ンマーは&RPD・&(DA:・&R&等の主要な
国㝿᮲⣙�政策をᢈ෸してはいるが、政策と実践
の間の㝸たりは౫↛、深้である。障害のある
人びと、≉にዪ性とዪの子は、生活のあらゆる
面で␯እを⤒験している。81FPAと現地の
OPDによると、障害のある人はSRHサービスを
利用できないことが多く、正ᘧな紹介体制がᩚっ
ておらず、ዷ⏘፬医療のᬑཬ⋡もపいという。

៧៖すべきことに、過ཤ5ᖺ間でዷፎした障害の
あるዪ性の内、ዷ⏘፬医療サービスへの紹介を
受けたのは、僅か��%だった。202�ᖺの㌷事
クーデターと継続中の内஘により、基ᮏ的な
サービスへのアクセスは一層ᅔ㞴にな
り、MBMF2の活動は一段とᅔ㞴となると同᫬
に、⥭ᛴ性をᖏびたものとなった。
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障害のある人に包摂的な65+5に
向けたコミュニティ主導の取り組み

ミ䝱ンマーでのMBMF2プロジェクトは、コミュ
ニティ住民と共に策ᐃした行動ィ画に基䛵
き、コミュニティ住民主導のコミュニティベー
スモデルの᥇用を中᰾にᤣえた。୪行的な
制度の構築や正ᘧな医療アクセス体制への
ὀ力ではなく、同プロジェクトはព識変㠉・ၨ
発活動・ⲡの根䝺ベルの能力構築をඃඛ事
㡯とした。そのモデルはプラン・䜲ンターナ
ショナルのジェン䝎ー・トランスフ䜷ーメーショ
ンという┠ᶆとも強く合⮴したものだった。

広⠊なジェン䝎ー平等᥎㐍のための取り組
みに、障害のある人に包摂的なSRHRᩍ⫱
を組み㎸䜐ことで、同プログラムは重」する
␯እの形に対応した。ᮧ䝺ベルで㛤ദされ
た䝽ークショップや᣺り㏉りの場では、ジェン
䝎ー間だけでなく、障害のある人とない人の
間の力関係の୙ᆒ⾮にも取り組䜣だ。

重要なのは、障害のあるユースが、受け身
な存在ではなかったということだ。彼らはピ
アエデュケーターやリー䝎ーとして訓練を受
けた。事実、プロジェクト期間を㏻し、彼らの
多くが訓練セッションやၨ発活動にཧຍし
た。

それは㏣㊧䜲ンタビューや、障害のある
人びと主導の䜲ベントへのཧຍ⋡のቑຍ
からも明らかになった

Í 現地のSRHRጤ員会がその取り組みの

ある保護者の証ゝがそのᙳ㡪を最もよく⾲し
ていた: 䛂ፉがそ䜣な▱識を必要としていたと
は▱りませ䜣でした。今では、彼ዪが⚾に権
利と尊重についてᩍえてくれます䛃。
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そして、それらのユースの中には、ピア・グ
ループのメンバーとなり、ᮧ内の他の௰間に
SRHR情報を共有する主導的ᙺ๭をᢸう者も
いた。それにより彼らの♫会的地఩は向上
し、彼らの自信も高まり、コミュニティが彼らの
ពぢに対するホ౯に変化が生まれた。

実践の成果はさま䛦まな形で現れた。

Í �3�ྡがึᅇのၨ発䝽ークショップにཧຍ
Í OPDメンバーは㐍行や提唱のᙺ๭を

ᢸった
Í コミュニティ住民のព識の変化がみられ、

ᬑཬに㈉⊩した



パートナーとの連携によるコミュニティ行動
ィ画の策ᐃ

ミ䝱ンマーでのMBMF2の成功の㘽は、連携で
あった。障害のある人びとの包摂に関するᑓ
門▱識を持つ7/MM�は、SO*,(S&を中心に
ᤣえた活動を行う1*Oである.XPXGUDと連携
し、包ᣓ的で஺ᕪ的な取り組みをプロジェクト
に┒り㎸䜣だ。ニ䝱䜴ン䜴ーにおける彼らの長
きにわたる確ᅛたる基盤のおか䛢で、このプ
ロジェクトは᪤存の信頼関係や䝛ット䝽ークを
㎿㏿に活用することができた。7/MMが現地
のOPDと築いた関係は、障害のある人のコ
ミュニティ内で信頼され認▱度の高いピアリー
䝎ーの≉ᐃに寄与した。彼らは研修ᩍᮦを共
同作成し、文化的・ゝㄒ的な実情に合わせて
内ᐜを調ᩚした。そのプロセスによって、༢な
る代⾲制にとどまらず、┿の共同ᡤ有が実現
された。

同プロジェクトは、地ඖの医療従事者やᮧ䝺
ベルのᙜ局もᕳき㎸䜣だが、そのなかにはᙜ
ึ、᠜␲的だった者もいた。

度重なる関わり合いと、主体性を持った障害の
あるユースの存在が広く▱られるようになるに
つれ、それらの関係者は༠力に対してより前向
きになり、コミュニティでの障害のある人びとの
包摂を᥎㐍するための行動ィ画を策ᐃした。

政治的༴機により地方自治体との連携はᅔ㞴
をᴟめたが、7/MMと.XPXGUDはプロジェクト
を現地コミュニティ主導の取り組みに↔点をᙜ
て続けるようᑾ力した。┠立たない形で、信頼
に基䛵くアプロー䝏をとることで、同プロジェクト
は関係構築に成功し、≀議を㔊しているබ的
機関への౫存をᅇ㑊できた。このプロジェクト
におけるパートナーシップ活動がもたらした成
果は、༢なるプログラムの成功に␃まら
ず、SRHRの議ㄽにおいて、ㄡが▱識と力を
ᥱっているのかという点を෌ᐃ⩏することに
あった。同プロジェクトが㌶道に஌るにつれ、障
害のあるユースは周縁から中心へとṌみ出し
始めた。彼らのリー䝎ーシップと決ពがSRHR
のへのアクセス拡大をಁ㐍し、彼ら自身の人
生とコミュニティを変㠉した。

1. ����ᖺと����ᖺに、7/00はプロジェクト職員を対象に、障害者
の♫会ཧຍに関するト䝺ーナー㣴成研修を実᪋し、ཧຍᆺ障害者
䝽ークショップのデータ཰㞟プロセスを支援した。
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学びと考察

障害のある人びとの♫会ཧຍに向けた行動
ィ画の実᪋と、その᥎㐍をᢸうピアリー䝎ー
に対する支援は、㈝用対ຠ果が高いだけでな
く、変㠉的なものだった。身体障害のある22
ṓのユースዪ性=LQ MDUはピアエデュケー
ターとして௵࿨されたᙜึ、自身のពぢが重
みを持つのかと␲っていた。だがᩘ㐌間の内
に、彼ዪはセッションの㐍行ᙺをົめ、内Ẽな
ཧຍ者に㉁問をಁし、他のཧຍ者が自身の
声に自信を持てるよう手助けするようになって
いた。彼ዪのリー䝎ーシップはዪの子を㰘⯙
しただけでなく、障害のあるዪ性に対する♫
会の決めつけ自体にᣮᡓするものであった。

多くのཧຍ者は、自身と䛂同䛨ような䛃人から
SRHRに関するメッセージを⪺くことが、ᙜึ
持っていた㐪࿴感や୙信感の解消にᙺ立っ
た、と指᦬した。それがテーマに人間࿡を与
え、Ᏻ心感を生み出したのだ。セッション後の
調査では、ཧຍ者の�0%㉸がSRHR関連の
テーマについて話しやすくなったとᅇ⟅し、さ
らなる情報や紹介ඛを求めた者もఱྡかい
た。

Ἴཬຠ果は研修ᐊを㉸えて広がった。ピアエ
デュケーターはႚⲔᗑやዪ性グループの㞟
会で㠀බᘧな話し合いを㐠Ⴀし始めた。学䜣
だことの共有のために現地ラジ䜸局で␒組を
ᢸᙜする者や、新たなエ䝛ル䜼ーを得てコミュ
ニティにᖐり、SRHRが᪥ᖖの話㢟となるよう
働きかける者もいた。

そうした成功がみられたが、ㄢ㢟は౫↛として
ṧっていた。⧞り㏉し㉳きていた問㢟の�つ
は、஺㏻手段であった。㐲㝸地や⣮தのᙳ㡪
を受けている地ᇦに住䜐ユースにとって、中
ኸに఩置する研修ᡤへ行くことはᅔ㞴で、᫬
には༴㝤をకうこともあった。それは、最も␯
እされた人びとに支援が提供されないまま取
りṧされることをព࿡していた。

スティグマ、≉に障害のある人の性に関したも
のは、౫↛としてཌい障壁のままである。

コミュニティリー䝎ーのなかには、SRHRに関
する話し合いは୙道ᚨな行動を助長すると
し、同プロジェクトに᢬ᢠした者もいた。そうし
た考えを変えるには、ఱ度も対話を重䛽、᫬
には尊ᩗされているᖺ長者の௰介が必要だっ
た。

政治的状ἣもまた、医療従事者とのබな༠力
をᅔ㞴にした。┘視・報᚟へのᜍれからᙜ局
の関与は㝈ᐃ的であり、医療サービスの提供
は㝈ᐃ的なままであった。それは、コミュニ
ティに根ᕪしたアプロー䝏の重要性を浮き᙮り
にした一方、正ᘧな制度の枠組みの中で変化
をᐃ╔させることができないという㝈⏺も浮き
᙮りにした。

㠉新

ᮏ≀ㄒの┿の㠉新性は、そのㅬ⹫さと㐺応力
にある。እ部モデルを押し付けるのではなく、
䝏ームはㄒりや௰間同ኈの対話といった᪤存
の♫会慣行をᕦみに取り入れ、内ᐜを現地コ
ミュニティにとって⌮解しやすく、かつព⩏の
あるものに௙上䛢た。あらゆる活動が現地の
ニー䝈や要望とᐦ᥋に連動にするよう㓄៖さ
れ、すべてがコミュニティと共同策ᐃした障害
のある人びとの♫会ཧຍに向けた行動ィ画
の実᪋に根䛦していた。それらのィ画は、前
㏙の取り組みの基盤を築き、コミュニティのព
識を高め、༠力を得るための明確な道筋を示
した。それらのィ画が、障害のあるユースが
SRHRのサービスや情報にアクセスできるよ
う、支援的な⎔ቃをᩚえたことは、≉に重要で
ある。

修道㝔やᖺ長者のᒃ住༊等といった信頼でき
るコミュニティの場を活用することで、同プロ
ジェクトは䜸ープンな議ㄽのためのᏳ඲で中
立的な場を確保し、信頼とཧຍព識を⫱䜣
だ。同ᵝに、保護者の研修へのཧຍは、障害
のあるユースの多くが⛣動・コミュニケーショ
ン・サービスへのアクセスに家族の支援を必
要としていることを認識した上のᥐ置であり、
そのため同プロジェクトは、ユースの自ᚊ性を
ᦆなわせない形で、保護者をពᅗ的にᕳき㎸
䜣だ。
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この䠎つのアプロー䝏を୪行して㐍めること
で、過度の保護をຠ果的にῶらしつつ、同᫬
にSRHRがあらゆる人にとって基ᮏ的な権利
であるという共㏻認識を構築した。

同ᵝに重要だったのは、現地䝺ベルのSRHR
ᑠጤ員会のタ置であり、これらは༢発䜲ベン
トに␃まらない学びの継続に有ຠなだけでな
く、障害のある人びとの包摂に関する㓄៖を
コミュニティの継続的な活動に確実に組み㎸
䜐上でᴟめて重要であった。それらのᑠጤ員
会はᘬき続き⊂立して活動しており、人びと
の包摂に関する明確なཎ๎を中᰾としてタィ
されている。彼らはSRHRの枠組み内で障害
のある人の権利の提唱活動を行い、アクセス
性・包摂・障害のある人びと≉有のニー䝈
が、あらゆる議ㄽとព思決ᐃに確実に組み㎸
まれるよう取り組䜣でいる。彼らの継続的な
活動は、同プロジェクトが༢にその内ᐜを展
㛤しただけでなく、現地のリー䝎ーシップを⫱
成し、コミュニティがSRHRのㄢ㢟に主体的に
取り組めるよう支援し、障害のある人びとの
包摂が対話の中心となる場を構築したことを
≀ㄒっている。

包摂的な将来に向けて

ミ䝱ンマーでのMBMF2の取り組みは、最も⬤
ᙅでᅔ㞴な状ἣୗでも、障害のある人びとの
包摂は可能であるだけでなく、必㡲であること
を強く証明している。コミュニティのព識ᨵ㠉
から╔手し、現地のリー䝎ーシップ⫱成にᢞ
㈨し、取り組みの中心に人権をᤣえることで、
同プロジェクトは持続的で変㠉的な変化のた
めの強ᅛな基盤を築いた。

同プロジェクトの一⎔として行われた
.XPXGUDと7/MMの連携は、活Ẽある༠力
関係と✚ᴟ的な関与を生み出した。この相஌
ຠ果は、␗なる取り組みを行う組織が⤖᮰す
ることで、有ព⩏な変化をもたらし得ることを
示している。今後をぢᤣえると、政府体制や
医療従事者とのより深い関与が重要となる。
しかし、㐍䜐べき方向はすでに明確である。
┿にព⩏ある障害のある人びとの包摂は、ഴ
聴・学び合い・あらゆるユースの主体性の尊
重から始まる。ミ䝱ンマーでは、その信ᛕが╔
実に根付き始めている。一つ䜂とつの対話、
ྛコミュニティでの取り組み、そして一人䜂と
りのユースリー䝎ーの行動を㏻䛨てである。こ
れは༢なる変化ではない。可能性のᴫᛕを
⤯えず෌ᐃ⩏し続ける、障害のある人びとの
権利㐠動の強化そのものである。

35



36



要⣙

䜴䜺ン䝎໭部の⏫䚻では、過ཤの⣮தのയ㊧
が今もなおᄱかられる≀ㄒやཱྀに出せないᜍ
ᛧとしてṧっており、障害のあるユースは長ᖺ
♫会の㝮に㏣いやられていた。SRHRに関す
る会話は⛥であるどころか、䜋と䜣ど考えられ
ないことだった。スティグマ・沈黙・利用୙可能
なサービス体制が、ఱ世代にもわたって彼ら
の将来をษり㛤くための▱識や主体性をዣっ
てきた。

だが、変化はすでに始まっている。, DHFLGHプ
ロジェクトを㏻䛨て、新たな現実が╔実に広が
りつつある。䜴䜺ン䝎での/,D8P(Dとの連携
は、༢なるSRHサービスの提供に␃まらず、
制度の基盤そのものの変㠉を┠指す取り組み
であった。同プロジェクトは、障害のあるユース
に力を与え、自身の権利を主ᙇできるよう支援
してきた。また医療従事者に対しては、治療だ
けでなく、ᝈ者の声に⪥をഴける姿勢を求め
た。さらに、学ᰯを対話とエンパ䝽ーメントの場
へと㌿換し、保護者に対しても、従来の㝈⏺を
㉸えた視点で子どもの可能性をᤊえ直すよう
働きかけた。

ᮏ≀ㄒは、༢なる変化のグ㘓にとどまらない。
䝺ジリエンスとリー䝎ーシップを体現し、障壁が
取り㝖かれ、声が広がり、㐠動が生まれてきた
過⛬を示すものである。そのᮏ㉁は、情報にア
クセスする権利・自身の身体について㑅ᢥす
る権利・♫会に᏶඲にཧຍする権利といった、
障害のあるユースの権利と尊ཝを明らかにす
る点にある。これは、障害が᤼㝖の⌮⏤では
なく、力と可能性の※としてᤊえられる未来を
ᥥく≀ㄒである。

沈黙を◚り、将来を築く

䜴䜺ン䝎໭部のリラでは、ఱ世代にもわたる
᤼㝖を解体し、障害のあるユースの将来を᭩
き換える、㟼かな変㠉が展㛤されている。長
きにわたって彼らの声はᑒ䛨られ、彼らの
ニー䝈は↓視され、彼らのSRHRの権利は
ዣわれてきた。, DHFLGHプロジェクトがそのὶ
れを変えた。以前は、あっても䜂そ䜂そとした
会話だったものが、今はこれまで取りṧされ
ていた人びとにより主導される、力強い対話
へと変わった。

ᮏ≀ㄒは、障害のある人びとに対するジェン
䝎ー・トランスフ䜷ーマティブ・アプロー䝏と包
摂を重視したアプロー䝏が、実践でどう機能
し得るかを示す説得力ある事౛である。ま
た、ពᅗ的な連携関係・ユースのリー䝎ー
シップ・体⣔的な提唱活動が一体となり、根
深い障壁をいかにᡴ◚できるかを示し、同ᵝ
の状ἣୗでの取り組みの指針となるものでも
ある。
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᤼㝖のᵝ相

䜴䜺ン䝎໭部には、⣮த・㈋ᅔ・構㐀的␯እ
によって้まれた深いയ㊧がṧっている。䜲
ンフラは⬤ᙅで、基ᮏ的サービスの利用にも
౫↛ᅔ㞴が存在する。学ᰯは障害のある学
習者の支援のためのリ䝋ースをḞくことが多
い。保健センターは、その能力を㉸えて㐕㏕
しており、包摂的なSRHRサービスが提供で
きるタഛがᩚっているのは⛥である。障害の
あるユース、≉に思春期のዪの子とユースዪ
性にとって、そうしたᅔ㞴や利用に対する障
壁は一層深้化している。㐲㝸地のコミュニ
ティでは、未だに障害は࿚いや୙㐠であると
ㄗ解されている場合が多い。SRHに関する議
ㄽはタブー視されており、そこに障害という要
素がຍわれば、沈黙がᖖែ化し、情報も支援
も、自身の身体や将来に関するព思決ᐃの
ための主体性をもḞいたまま成長する世代
が⤖果として生まれてしまう。

䜴䜺ン䝎では障害のある人びとの権利に関す
る㐍Ṍ的なἲ的枠組みがᩚഛされているが、
その実᪋状ἣには౫↛としてㄢ㢟がṧってい
る。障害のある思春期の若者は、コミュニティ
活動・学ᰯベースのSRHRプログラムおよび
保健サービスから᪥ᖖ的に᤼㝖されている。
性ᩍ⫱が実᪋される場合でも、彼らのニー䝈
を考៖してタィされていることは⛥で、そのよ
うにして、᤼㝖は続いている。

こうした⫼ᬒのもとで、MBMF2の, DHFLGHプ
ロジェクトは、サービスの୙㊊解消に␃まら
ず、障害のある人びとの包摂に対するコミュニ
ティの考え方・話し方・行動そのものの෌構築
を┠指して立ち上がった。

新たなアプロー䝏: 65+5において障害の
ある人びとを中心にᤣえる

同プロジェクトは、༢⣧で㠉新的な信ᛕを᰾心
に置いている: 障害のあるユースは༢なる支
援の受け手ではなく、変化のᢸい手である。こ
のプロジェクトのඃれた実践౛は、障害のあ
る人びとに包摂的なSRHRのエコシステムの
モデルであり、学ᰯ・保健センター・コミュニ
ティ・家庭のྛ層にᾐ㏱していた。それは▷期
的な介入策ではなく、障害のあるユースの実
体験に根ᕪした体制の෌構᝿をᅗるものだっ
た。

障害者包摂ファシリテーター2はⓙ、自身も障
害をᢪえており、この活動の中᰾的存在と
なった。彼らはSRHRに、包摂的で権利を基
盤とし、変㠉をもたらす形で取り組䜣だ。彼ら
の存在は根深い೫ぢに␲問をᢞ䛢かけた。
彼らのリー䝎ーシップは、包摂が可能である
だけでなく、必㡲であることを示した。

2. 以ୗの人≀をྵ䜐: OGongo -onaWhan -immy、6am
Oloi、4uiGo Onyeko、Barbra 5uWh Achola、.eWWy
Olem、-oan AMok、&onnie AGoch、-aVper Opio。
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ᩍᐊでは、彼らはᩍᖌと連携してMRGHO 
SFKRRO HHDOWKプログラムを展㛤し、あらゆる
学習者のニー䝈に合わせて内ᐜを調ᩚした。
デ療ᡤでは、アクセス性┘査3を実᪋し、᫬に
は医療従事者と⫪を୪べて障壁を≉ᐃし、実
践的な解決策を提᱌した。

彼らは༢⊂で活動してはいなかった。30の保
健センターと�0の学ᰯの、ピアナビ䝀ーター・
ᩍᖌ・医療従事者が勢いをቑすこの㐠動にཧ
ຍした。また、SRHRクラブが┒䜣になり、ス
ロープもタ置され、情報は伝わるものとなっ
た。そして、ゆっくりと、しかし╔実に、障害の
あるユースは↓ཱྀで他人に౫存している、とい
う㏻ᛕがᔂれ始めた。

このアプロー䝏は、プラン・䜲ンターナショナル
のジェン䝎ー・トランスフ䜷ーマティブ┠ᶆと༢
に合⮴するだけでなく、それを体現するもの
だった。それは主体性を強化し、♫会的期ᚅ
を変え、支援機関と支援対象のユースとの関
与性を変えた。

パートナーシップの力

パートナーシップと༠力なしでは、それらすべ
ては一ษ実現可能ではなかっただろう。ᙜึ
からプラン・䜲ンターナショナル・䜴䜺ン䝎はコ
ミュニティに深く根ᕪした人びととの深く有ព⩏
なパートナーシップを㏻䛨た⥭ᐦな連携によっ

てのみ、┿の包摂が実現できることを認識して
いた。

ここで、ᙜヱ地ᇦ඲体の障害者コミュニティと
強いつながりを持つOPDである、/,D8P(Dと
のパートナーシップがⓏ場した。彼らのリー
䝎ーシップは༢なる形ᘧ的なものではなく、ᡓ
␎的なものであった。彼らは共同で研修を主
導し、ᩍᮦを作成し、同プロジェクトが地方に
住䜐障害のあるユースの実情に༶したものと
なるようດめた。/,D8P(Dのおか䛢で、同プ
ロジェクトは信頼性とᙳ㡪力を⋓得し、それま
で᠜␲的なぢ方が支㓄していた場ᡤで信頼を
築き上䛢た。

続いて、学ᰯと医療᪋タがཧຍし始めた。ᙜ
ึ、多くの関係者がៅ重な姿勢をとっていた。
ᩍᖌは୙㐺ษな発ゝを༴᝹と心㓄していた。
医療従事者は障害のある人びとに包摂的な
SRHRがព࿡するものさえよく⌮解していな
かった。だが、障害者包摂ファシリテーターが
೫ぢを持たずに㉁問を受け入れたことで、⋡
直な対話と実践的な支援により、壁はᔂれ始
め、人びとの考え方も変化した。ある保健セン
ターは、㌴᳔子を౑用するዪの子のグループ
からのពぢを反映し、思春期の若者たちᑓ用
の相ㄯ᪥をタけるという、ᩘ䜹᭶前までは考え
られなかった取り組みさえ行われた。

3. ┘査対象となった医療᪋タには以ୗがྵまれる:
ア䝺ブトングに఩置するAmugu保健センターと
Amuguᑠ学ᰯ、リラに఩置するBarr保健センターIII
とOloloᑠ学ᰯ、リラᕷに఩置するOngicha保健セ
ンターIIとAyagoᑠ学ᰯ、ク䝽ニアに఩置する
Abongomola保健センターIIとAgoloweloᑠ学ᰯ、
アパッ䝏に఩置するAyago保健センターIIとOlelpek
ᑠ学ᰯ、コ䝺に఩置するBala保健センターIIIとBala
ᑠ学ᰯ。
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このパートナーシップモデルは、決して᏶⎍と
はゝえるものではなかった。職員の離職が研
修サ䜲クルを஘し、リ䝋ースの制㝈が㐍ᤖを
㐜らせた。だが、᪩い段階で信頼が築かれ、
障害のあるユースがあらゆるព思決ᐃに関与
したおか䛢で、プロジェクトのᰂ㌾な対応・㌶
道修正・活動継続が可能となった。

変化の≀ㄒ

AWLPの≀ㄒは、彼ዪを過ᑠホ౯していた世⏺
への㟼かな反ᢠの≀ㄒである。それまで彼ዪ
はᘬっ㎸みがちで、彼ዪのゝㄒ障害をḞ㝗と
考える人びとのᑠ声の中で彼ዪの声はᥙき
消され、ლ➗やᶓ┠でぢられるのを㑊けるよ
うになった。しかしその後、彼ዪはピアナビ
䝀ーターグループにཧຍした。そこでは彼ዪ
がึめて༢に話を⪺いてもらうだけでなく、┿
ᦸに⪥をഴけてもらえる場ᡤだった。᫬間・ບ
まし・彼ዪの௰間からのᦂるぎない支えを得
て、彼ዪは一Ṍ前に㋃み出した。༢にཧຍす
るだけではなく、ඛ㢌に立つために。

かつてゝⴥがぢつからなかったMRGHO 
SFKRRO HHDOWKプログラムのセッション
で、AWLPは新たな⾲現方ἲをぢ出した。彼ዪ
は⣬に考えをᥥ෗し、身᣺り手᣺りを஺えて
」㞧なテーマを説明した。次➨にAWLP自身だ
けでなく、周ᅖにも変化が訪れ始めた。生ᚐ
は前のめりになって⇕心に学び、ᩍᖌは┠の
前に広がる୙ᒅの⢭⚄にㅬ⹫になり、ぢᏲっ
た。䛂ண᝿していなかった変化です䛃と、彼ዪの
ᢸ௵ᩍᖌは後にㄒった。

一方、グルーで㛤ദされたコミュニティ㞟会で
は、視覚障害のあるፉが人ΰみの中を自信
に‶ちたᵝ子でṌみ、立ちṆまって人びとに
ᣵᣜし、௰間と会話を஺わす姿を、∗ぶは
黙ってᗙり、ぢᏲっていた。彼はかつて、ᩍ⫱
は┠がぢえる者のためだと確信し、ፉのᑵ学
をᣄ䜣でいた。だが今、彼のፉは、、彼が決し
て彼ዪのものにはならないと決めつけていた
世⏺で、他の人にᩍえ、議ㄽを導き、ᇽ䚻と
立っていた。彼はゆっくりと立ち上がり、တᡶ
いをし、䛂彼ዪに未来はないと思っていました
が、今、彼ዪが他の人をᩍえているのをぢ
て、⚾は間㐪っていました䛃、と認めた。彼の
言葉には後悔がにじんでいたが、同時に、そ
こには別の感情も宿っていた。――希望であ
る。

あるᑠさな㐕㏕状ែのデ療ᡤで、ูの変化が
㉳きていた。そのデ療ᡤではアクセス性┘査
により、長ᖺぢ過䛤されてきたᴟめて明ⓑな
事㡯がุ明した。デ察ྎが高過ぎて、⛣動に
ᅔ㞴をకうᝈ者の利用が୙可能だったのだ。
長ᖺ、彼らはᅔ㞴を覚え、ᒅ㎯に⪏えさせら
れたり、門前ᡶいされていた。だが今ᅇは、デ
療ᡤのスタッフはそれを㍍視せずに、行動を
㉳こした。彼らは✵間の䝺䜲ア䜴トを変᭦し、
⛣動ᘧのデ察ྎを導入した。それは、変化自
体より㐶かに大きなメッセージを伝えるもので
あった: 䛂あなたは大ษな存在です。あなたの
ᒃ場ᡤはここにあります䛃。

それは短時間でできる小さな行動にすぎな
かった。しかし、その一つひとつが排除の壁に
ひびを入れ、やがてその裂け目から、驚くべき
もの――可能性――が生まれつつあった。

ㄢ㢟とᅔ㞴

すべてが順調に㐍䜣だ訳ではない。⛣動手段
は౫↛として障壁である。ᮧが㐲㝸地に఩置
したり、保護者が�人での⛣動にᠱᛕを示した
ために、セッションにཧຍできなかったユース
もいた。

᢬ᢠ、≉に性と障害を組み合わせた議ㄽに対
する᢬ᢠはṧっている。᐀ᩍ指導者がプロ
ジェクトをබに㠀㞴し、セッションの場ᡤ変᭦
をవ൤なくされたコミュニティもあった。その
㝿、ファシリテーターは/,D8P(Dと信頼でき
るᖺ長者に௰介をົめてもらい、関係を෌構
築した。

ᙳ㡪の㏣㊧はᐜ᫆ではなかった。障害に関す
るデータは断∦的で、継続的なグ㘓がないた
め、ྛ㞟ᅋのサービス利用状ἣの変化の 
ᐃはᅔ㞴であった。

㠉新

この≀ㄒにおける変㠉とは、༢にやり方を変
えることではなく、正しい方ἲをぢつけること
だった。それは、力を現地にጤ䛽、長ᖺその
権利をዣわれてきた人びとが利用可能にする
ことだった。画一的な研修には頼らず、䝏ーム
はユースの現実を直に伝える動的なビジュア
ル・フリップブック・大⫹なコミュニティ₇๻の
ᑍ๻・ゐ覚を活かした学習ツールを作成した。
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彼らは㡢ᴦや≀ㄒ、そして᪥ᖖのゝⴥを取り
入れ、▱識とは上からୗへのὶれではなく、
共有される体験であることを認識していた。
彼らはユースに機能୙඲の制度への㐺応を
強いるのではなく、制度を◚ቯし、ユースの
ために機能するものに変えたのだ。

同プロジェクトがリー䝎ーシップを෌ᐃ⩏した
ことは、最も強力な点だったかもしれない。障
害のあるユースをᩍᐊ・デ療ᡤ・マ䜲クの前
に立たせることで、彼らの声やビジョンが஧
の次であるという考えをᡴち○いた。メッセー
ジは明確だった。彼らは明᪥のリー䝎ーでは
なく、今現在のリー䝎ーであり、彼らの力をྰ
ᐃできる者はいない。

包摂を㉸えて: 力の⛣動

同プロジェクトは༢に情報提供に␃まらず、
情報の伝㐩方ἲ自体を෌ᐃ⩏し、情報をㄡ
もが入手可能で変㠉的なものにし、長ᖺ情
報を得られなかった人びとが情報を自身で
ᡤ有できるようにした。また᪋タの┘査だけ
でなく、それらの✵間が䛂⪥をഴける䛃在り方
を一新し、あらゆる声、≉に障害のあるユー
スの声が尊重される⎔ቃを創出した。

それは༢にファシリテーター⫱成だけでなく、
コミュニティが䛂可能である䛃と信䛨られる≀事
の枠組みに変化を生䜣だ。

ᮏ≀ㄒは、障害のある人びとの包摂が༢なる
リスト上の䝏ェック㡯┠ではないことを強く認
識させる。それは、力の෌ศ㓄・共感の㔊成・
୙ᛌ感の解消に対する、ຬᩒでᦂるぎない決
ពである。それは、他の人が㝈⏺の側面しか
ぢ出せなかった場に、リー䝎ーシップをぢ出
すことである。

未だ築くべきものも、学ぶべきことも、ᡴ◚す
べき障壁も多く存在する。しかしAWLPのような
ユースのリー䝎ーの୪እれたຬẼ
と、/,D8P(DのようなOPDのᦂるぎないビ
ジョンのおか䛢で、変㠉の基盤は盤▼なもの
となっている。

ある障害のあるピアナビ䝀ーターは、こう力強
くᐉゝした: 䛂⚾たちはもはや権利についてㄒ
るだけではなく、それらを実践しています。後
戻りはしませ䜣䛃。
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要⣙

この≀ㄒは、ジンバブエを⯙ྎに⧞り広䛢られ
る変㠉の᪑㊰をᥥいており、MBMF2プロジェ
クトがඛ㢌に立ち、障害のあるユースに対し、
障害のある人びとを包摂したSRHR支援を提
供してきた。㠉新的な家庭訪問と支援ᡓ␎に
より、300ྡ㉸の障害のある思春期の若者と
彼らの家族に直᥋᥋ゐし、個ูのニー䝈に合
わせたSRHRᩍ⫱・リ䝋ース・紹介支援を彼ら
の自Ꮿで提供した。プロジェクトは、情報提供
に␃まらず、長ᖺスティグマ・ᜍᛧ・ㄗ解にⱞし
䜣できたコミュニティに変化を生䜐、ᙳ㡪力の
発᥹をᅗった。

コミュニティベースの取り組みと尊ཝを重䜣䛨
る姿勢の⼥合により、同プロジェクトは᤼㝖の
壁を取り㝖きを┠指した。その実現に向け、医
療従事者の能力強化と彼らへの共感を持った
ഴ聴・ዊ௙の実践のためのツールの提供と同
᫬に、1&DP=が構築した強力なエンパ䝽ーメ
ントの枠組み5A¶Vを、あらゆる対話の中心に
ᤣえた。同プロジェクトがもたらす変㠉の力
は、自身の人生が受けた支援により変化した
という、RXGRやRXGRなどの個人的な体験ㄯ
に㩭明に示されている。それらの事౛は孤立
したものではなく、Ọ続的な変化を生み出して
いる㐶かに大きな₻ὶの一部なのだ。

ᮏ≀ㄒは行動ႏ㉳であり、実現可能になり得
るものを示すタィである。また、能力に౫らず
あらゆる思春期の若者が、ᙜ↛享受できるべ
き権利・ケア・ᩗពを受けられるようにするもの
で、他のコミュニティでも展㛤可能な෌現性と
拡大可能なアプロー䝏を提供している。これは
༢なる医療制度変㠉ではなく、人びとの生活・
コミュニティ・未来そのものの変㠉である。

ありのままのユースと向き合う

ジンバブエで障害のあるユースは、自身の権
利・健ᗣ・将来に関する議ㄽのなかで置きཤり
されることは多い。学ᰯから᤼㝖され、サービ
スからぢ過䛤され、スティグマのために声をᑒ
䛨られてきた彼らは、自身の身体や権利に関
する最も基ᮏ的な情報さえも長い間、得ること
ができなかった。MBMF2プロジェクトはその状
ἣを変えるために始動した。この≀ㄒは、在Ꮿ
支援モデルが、ᡓ␎的な提唱活動や能力強化
と組み合わさることで、どうコミュニティのព識
を変えつつあり、障害のある思春期の若者と
ユースのSRHRへのアクセスを強化しつつあ
るかを᥈っている。

これは、༢にその人の現状を受け入れるだけ
でなく、その人自身を尊重する≀ㄒである。ま
たそれは、ᦂるぎないᩗពをもって家庭を訪
れ、保護者を正⩏のための㜚いでの࿡方と認
識し、今まで彼らを㛢䛨㎸めていた壁をᡴ◚す
ることである。そして、᤼㝖を強力なエンパ
䝽ーメントへと変え、ユースに自身の身体・権
利・未来の主導権を取り戻させるようにするこ
とである。
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な䛬多くの人びとが౫↛として置きཤりにさ
れているのか

ジンバブエは20�3ᖺに&RPDをᢈ෸したが、障
害のあるユースの多くは౫↛、基ᮏ的なSRHR
の情報へのアクセス性がపい。構㐀的・ἲ的・
♫会的障壁は今も存在し、学㱋期の障害のあ
る子どもの大多ᩘは୙ᑵ学であり、その⤖果
&S(から᤼㝖され、බᘧなᩍ⫱制度の中で共
有されるSRHRᩍᮦを得られない状ἣにいる。
文化的㏞信によって、障害は↓性ឡと同一視さ
れたり、障害のあるユースは自身の健ᗣに対
し、情報に基䛵いたุ断ができないと決めつけ
られたりしている。そうした考えは彼らを孤立さ
せるだけでなく、望まないዷፎ・S7,・コミュニティ
内でのジェン䝎ーに基䛵くᭀ力�*B9�等の、重
大な༴㝤に᫹させることになる。

家族内で、障害のあるユースは過度に保護され
る、またはᨺ置される場合が多く、彼らの身体
はあまりに⧄⣽で、䜸ープンな議ㄽで扱うことは
できないとされている。サービスが存在する場
合も、彼らに対して包摂的�利用可能であること
は⛥である。医療従事者はケア提供への‽ഛ
୙㊊や୙Ᏻだと感䛨ている場合があり、コミュニ
ティリー䝎ーや保護者の考え方が、沈黙と恥の
感情を助長していることが多い。そうした೫ぢや
ᅇ㑊の㢼₻から、ユースはᮏ来享受できるべき
支援や⌮解を得られず、孤立と存在の୙可視
化というᝏᚠ⎔に㝗っている。

在Ꮿᆺエンパ䝽ーメントモデル

それらの障壁に対応するため、プラン・䜲ンター
ナショナル・ジンバブエは、SR&・1&DP=・
,QWZDVDなどのパートナーᅋ体と共に、2022ᖺ
後༙に家庭訪問と支援ᡓ␎を㛤始した。その取
り組みは༢⣧であった。障害のあるユースが
SRHRサービスを利用できないなら、プロジェク
トがサービスを彼らのඖで提供するというもの
だ。

重要な➨一Ṍは、政府の♫会㛤発省と連携して
実᪋された、障害のある人びとの状ἣᢕᥱだっ
た。その過⛬から、対象コミュニティ内の障害の
ある思春期の若者の≉ᐃと、彼らの障害の✀
㢮やศᕸ状ἣがᢕᥱでき、ຠ果的な介入策の
実᪋を可能にした。そのマッピングは、5Aのモ
デルの㐺用における㉳点にもなり、サービスが

༢に提供されるだけでなく、アクセス性と関連性
を考៖してタィされるようにした。୪行して、手
話訓練をྵ䜐、医療従事者の能力強化にも取
り組䜣だ。

家庭訪問は༢なる説明会以上の、関係構築を
ព࿡するものだった。➨�段階で、ファシリテー
ターは導入としての訪問を行い、同プロジェクト
の説明をし、家族の声をഴ聴し、SRHRに関す
る▱識の୙㊊部ศを≉ᐃした。➨2段階として、
思春期・㑊ዷ・*B9・性の健ᗣに関する対象を
⤠ったセッションが、᭶⤒⾨生䜻ットやS7,᳨査
等の実践的な支援をకって実᪋された。➨3段
階では、コミュニティのケア䝽ー䜹ーやピアファ
シリテーターとの継続的なメンター制度が実᪋
された。

ᙜึから、同取り組みは᪤成ᴫᛕに␲問をᢞ
䛢かけていた。ファシリテーターはᩍえるだけで
なく、いかにしてさま䛦まな障害のある人が
SRHRのᴫᛕを⌮解できるようにするか・家庭
内の力関係にどう対応するか・ᩍ⫱�⤒῭的エ
ンパ䝽ーメント�心⌮♫会的支援等の広⠊な
サービスへཧຍ者をどう紹介するか、を習得し
た。彼らはᰂ㌾で包ᣓ的な解決策をもって、┿
のニー䝈に応えた。同取り組みでの≉➹すべき
㏣ຍ要素は、1&DP=による5A�受ᐜ・主体性・
認識・アクセス・エンパ䝽ーメントモデルの導入
であり、障害のあるユースを༢なるサービスの
受け手ではなく、声を広める౯್のある権利保
有者としてᕳき㎸䜐ための強力な枠組みを提
供した。

5Aのエンパ䝽ーメントモデルは、包ᣓ的アプ
ロー䝏と包摂とエンパ䝽ーメントの重点化を組
み合わせることで、障害のあるユースの可能性
をᘬき出すものである。この取り組みは、情報
୙㊊・పい自尊心・自信のḞዴといった主要な
障壁を取り㝖き、ユースが䝺ジリエンスや自ᕫ
主ᙇ力を㣴い、強力な変化のᢸい手となるຬẼ
を⫱䜐ことを支援するものである。
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しかし、そこだけに␃まらない。同モデルは家
族・介護者・コミュニティをᕳき㎸䜐ことでᙳ㡪
力を広䛢、ユースを包み㎸み、力を与える支援
䝛ット䝽ークの構築に至った。彼らが力を合わ
せれば、強さと決ពを持って、人生のᅔ㞴に立
ち向かうことができる。5Aモデルは、ㄡも取り
ṧさないことを中᰾にᤣえている。この取り組
みは、政策立᱌者に対し、障害のあるユース
がリー䝎ーとして認められ、自らの未来をษり
ᣅき♫会変㠉を≌ᘬするような世⏺を築くよう
ಁしている。このἼཬຠ果は、将来の世代がビ
ジョンと自信、そしてᕼ望を持ってより包摂的な
♫会へとリー䝗するようಁすところにある。

変㠉の≀ㄒ

⬻性㯞⑷をᢪえる��ṓのዪの子RXGRは、ジ
ンバブエの㒔ᕷブラ䝽䝶で、㈰やかな᪥ᖖが手
の届かないところにあるかのように感䛨られる
家の㟼かな∦㝮に㛢䛨こもって生活していた。
䜋こりをかぶった❆から᪥ගはᕪし㎸䜐が、自
Ꮿの�つの壁にᅖまれたRXGRの世⏺は⊃いま
まで、彼ዪの∗ぶだけが၏一の相Წだった。
ኻ業中で生活にⱞしみながらも∗ぶは、彼ዪ
の介護者・Ᏺり手であった。彼ዪのためにタィ
されていないこの世⏺で、彼ዪの入ᾎや᭶⤒
⟶⌮の介助など、彼ዪのᏳ඲を確保すること
まで、生活のあらゆる⣽部にわたって世話をし
ていた。彼の⊩身に␲いのవ地はないが、㈐
ົは大変重く、彼がእ出しなければいけない
᫬は、RXGRは沈黙の中に⊂りで置きཤりと
なっていた。その孤立は⪏え㞴く、彼ዪはつな
がりや、自身が障害ではなく可能性により認識
される、ありのままの自ศでいられる場ᡤをῬ
望した。彼ዪに必要なのはただ生き延びること
だけではなかった: 彼ዪは人生を体験し、自ศ
の体や権利について学び、家の壁のእにある
世⏺を⌮解する必要があった。

そして、彼ዪの人生を一変させる▐間が訪れ
た。同プロジェクトの家庭訪問活動を㏻䛨て、そ
れまでその存在すら▱らなかったコミュニティ
に出会い、障害のあるዪの子のグループとつ
ながった。

そこでึめて、RXGRはそこにᒃ場ᡤがあると
感䛨た。彼ዪをᅖ䜣でいたのは、彼ዪを⌮解
し、障害ではなく、�人の人間としてみてくれる
ዪの子たちだった。新たな支えとなったዪ性䝪
ランティアたちは、ケアだけでなく、自信を彼ዪ
に与えた。長ᖺ、ፉの世話の重い㈐ົを�人
で㈇っていた彼ዪの∗ぶは、ᏳሚのἼがᡴち
寄せてくるのを感䛨た。彼はもう�人ではなかっ
た。そして孤立した状ែにあったRXGRも、自
身のᒃ場ᡤを手に入れ、学び、成長し、自ศ
がᙜ↛に持つべき権利をぢ出すことができ
た。

ブラ䝽䝶のูの地ᇦで、視覚障害のある�2ṓ
のዪの子AQRGLZDもまた、㐲く離され、人の 
かみを感䛨られない世⏺で生きてい
た。1JXER\HQMDで♽ẕとᬽらす彼ዪは、長期
間୙ᑵ学で、思春期を一人で஌り㉺え䛦るを
えないことが多かった。┘╩も指導も受けず
に、彼ዪは自ศがどこにᒓしているのかわか
らないまま、㏞㊰のなかをṌくように、人生をさ
まよっていた。
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そ䜣なとき、そのプロジェクトが彼ዪのඖを訪
れ、♽ẕの家をᕼ望の⣙᮰を携えて訪䛽た。
ファシリテーターは༢に解決策の提示だけでな
く、彼ዪたちの声に⪥をഴけた。彼ら
は、AQRGLZDの孤⊂ともっとఱかをῬ望するẼ
持ち、そして彼ዪの၏一の介護者である♽ẕ
が⫼㈇っていた重Ⲵを⌮解した。それは画一
的な解決策ではなく、彼ዪの生活に㐺応する
よう調ᩚされたものだった。彼らはៅ重なホ౯
に基䛵き、彼ዪを彼ዪが必要とする支援を提
供できる≉ู支援ᩍ⫱᪋タであ
る、MDNKHWHQL学ᰯへ紹介した。現
在、AQRGLZDは健やかに成長している。学㈝
は♫会㛤発省が㈇ᢸし、彼ዪはึめて┿に彼
ዪのニー䝈を⌮解する௰間やᩍᖌにᅖまれて
いる。かつてその㈐௵に押しつぶされそうだっ
た♽ẕは、Ꮮፉに未来があると▱り、新たなᕼ
望をᢪいてᏳᜥを得ている。

それら2つの≀ㄒは、同プロジェクトが生み出し
た㦫くべき変化の一部に過ぎない。この取り組
みによって人生に変化がもたらされた障害の
ある若者は300ྡ㉸にの䜌る。
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成功の要素とは

同取り組みの成功は、その関係性を重視する
基盤にある。家庭訪問は、サービス提供者と
家族との間にあった距離を縮め、恥やためら
いを対話へと変え、保護者を「障壁」ではなく
「パートナー」として位置づけるものとなった。

医療従事者研修も重要な柱の一つとなった。
継続的なメンター制度により、研修を受けた医
療従事者の53%が、障害のある思春期の若
者へのサービス提供に対し、以前より自信が
高まった、と報告した。それは個人だけでな
く、組織内の文化的変化を反映している。医
療従事者は手話の研修を受け、聴覚障害の
あるユースとのコミュニケーションの壁を埋め
る一助となっている。

パートナーシップも重要であった。OPDとの連
携により、実体験が活動の指針となることが
保証された。地方自治体の諸部門は、紹介支
援と政策面での後押しを行った。その多くが
障害を持つピアファシリテーターは、共感・信
頼できる発信者となった。同プロジェクトはま
た、障害のあるユースが議員・省庁職員・現
地保健局長とのユース主導の対話を行うため
の提唱の場を創出し、それにより彼らの声が
広く伝えられ、自信と主体性の強化に寄与し
た。

最後に同プロジェクトでは、SRHRは孤立して
存在するものではない、という点が認識され
た。家族が職業訓練の紹介や助成金申請に
対する支援を求めた場合、プロジェクト側はそ
れらに応えた。これにより信頼が構築され、一
層重要なこととして、権利の相互関連性の尊
重に至った。

省察と学び

すべての成果が順調に現れた訳ではない。調
査対象のコミュニティ住民の内、障害のある
思春期の若者たちがSRHRサービスに平等
にアクセスできるべき、と考える者は僅か30%
に過ぎず、根強いスティグマが今も存在するこ
とを認識させられた。だが、同プロジェクトは
有望な変化の兆しも明らかにした。保護者は
それまで障害のある自身の子どもを将来の保
護者や性的存在として考えたことがなかった
ことを認めつつも、今後は深く学ぶ姿勢を示し
た。世代間対話が、沈黙を正直な会話へと置
き換え始めたのである。

視覚・聴覚障害のある人に対応したSRHR動
画などのデジタルツール活用は、より多くの
人に提供するための有望な実践策として浮上
した。プロジェクトでは継続性の重要性も明ら
かになり、継続的な働きかけがなく、今までの
慣習に戻ってしまった家族もおり、持続的関
与と多層的介入策の必要性が示された。
サービスが家庭のすぐそばまで届けば、心に
も変化が訪れることをこの取り組みが証明し
たことが、最も重要な点であろう。今までタ
ブー視されていたことが可能となり、周縁に
あったものが中心となったのだ。

展望

MBMF2が継続するなか、家庭を基盤とした
SRHR支援のモデルはジンバブエだけでなく
他の国でも、障害のある人びとの包摂の実現
に向けた説得力ある道筋を示している。それ
は、人びとの置かれた現状を受け入れ、信頼
を構築し、成長できる存在としてあらゆる思春
期の若者に対応することの重要性を裏付ける
ものである。

次の段階として求められるのは、家庭訪問を
基盤としたモデルの拡大、5Aの枠組みの国
家プログラムへの統合、そして省庁をはじめ
とする政府機関とOPDとの連携強化を通じ
た、持続可能な形での取り組みの展開であ
る。訪問の度・会話する度・考え方が変わる
度に、新しい未来が形作られつつある。それ
は、権利が与えられるのではなく、認められる
未来である。あらゆるユースはただ生き延び
るのではなく、自身で決断する権利を享受で
きる存在なのだからだ。
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で✚ᴟ的な提唱活動・௻業とのパートナーシップ・ၨ発活動を行っています。⚾たちは子どもの声に⪥をഴけるだけで

なく、ព思決ᐃへの関与ཧຍをಁし、彼らが自らの未来を形成する過⛬で発ゝ権を持てるようດめています。

プラン・䜲ンターナショナル・フィンラン䝗は、個人支援者・௻業パートナー・フィンラン䝗እົ省・(8・国連から㈨金提供を

受けています。ᙜᅋ体を㏻䛨て、ⓙさまからの䛤支援は㎿㏿かつຠ果的に届けられ、大きな変化をもたらす一助となり

ます。

Plan International Suomi
Teollisuuskatu 13
00510 Helsinki, Finland
Tel: +358 9 6869 800
Customer service: +358 9 6869 8030

E-mail: info@plan.fi
plan.fi

Facebook: facebook.com/plansuomi

Instagram: instagram.com/plansuomi 

LinkedIn: Plan International Suomi

Youtube: youtube.com/user/PlanSuomi

ISBN 978-952-7151-11-2




